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串間市消防団
◎Ｐ６−７　市民の生命と財産を守る第２特集

市民投票を実施します
◎Ｐ２−３　串間市における原子力発電所設置についての第１特集

2011年の豊漁を願って にぎやかに「初せり」
１月４日、第９回新春串間市漁協「初せり」が開催されました。初せりは、一般の方も参加できるとあって大にぎわい。
地どれ鮮魚やイセエビが当たるじゃんけん大会などもあり、多くの市民が初せりを楽しんでいました。

「夢」に向かって進んでゆく若者を目指して
◎Ｐ８−９　串間市成人式第３特集



　
串
間
市
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
設
置
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
の
市
民
投
票
を
４

月
10
日
㈰
に
実
施
し
ま
す（
宮
崎
県
議
会
議
員
選
挙
と
同
日
）。

　
市
民
投
票
は
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
串
間
市
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
に
つ
い
て
、
自
ら
の
考
え
を
直
接
表
明
す
る
重
要
な
投
票
で
す
。
串
間
市
の
将
来

に
つ
い
て
十
分
議
論
し
た
う
え
で
、
自
ら
の
考
え
に
基
づ
き
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

串
間
市
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
設
置
に
つ
い
て
の

市
民
投
票
を
実
施
し
ま
す

Kushima citizen vote

　

串
間
市
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所

の
設
置
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
成
４

年
の
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
以
来
、

市
議
会
で
の
議
論
を
は
じ
め
、
先
進

地
視
察
や
調
査
報
告
が
な
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
意
思
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に「
市

民
投
票
条
例
」を
平
成
５
年
に
制
定
。

昨
年
12
月
の
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、

期
日
前
投
票
制
度
な
ど
を
追
加
し
た

条
例
改
正
案
が
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
野
辺
市
長
は
次

の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
市
民
投
票
の

実
施
を
決
め
ま
し
た
。

　
「
わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
の
政
治
活

動
な
ど
を
通
し
て
、
将
来
、
串
間
市

に
原
子
力
発
電
所
を
設
置
し
地
域
活

性
化
な
ど
を
強
く
望
む
声
が
あ
る
こ

と
や
、
反
対
に
原
子
力
発
電
所
の
安

全
性
な
ど
に
つ
い
て
不
安
を
強
く
抱

い
て
い
る
声
な
ど
が
存
在
し
、
そ
の

意
見
が
二
分
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
串
間
市
が
今
後
、

厳
し
い
自
立
の
道
を
歩
く
上
で
、
串

間
市
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
設

置
の
是
非
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
判
断

し
て
い
た
だ
き
た
く
、
今
回
の
改
正

条
例
に
基
づ
き
市
民
投
票
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
市
民
投
票
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
有
効
投
票
数
の
過
半
数

の
意
見
を
尊
重
し
、
反
対
が
多
け
れ

ば
こ
の
問
題
に
終
止
符
を
打
ち
、
賛

成
が
多
け
れ
ば
そ
の
意
思
を
尊
重
し
、

市
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
」

皆
さ
ん
の
考
え
を
表
明
す
る

機
会
で
す
。

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
投
票
は
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
、
串
間
市
の
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
自
ら

の
考
え
を
直
接
表
明
す
る
重
要
な
投

票
で
す
。
串
間
市
の
将
来
に
つ
い
て

十
分
議
論
し
た
う
え
で
、
自
ら
の
考

え
に
基
づ
き
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
資
格
者

　

年
齢
満
20
歳
以
上
の
日
本
国
籍
を

有
す
る
方
で
引
き
続
き
３
カ
月
以
上

串
間
市
に
住
所
を
有
す
る
方
が
投
票

で
き
ま
す
。

告
示
日

　

平
成
23
年
４
月
１
日（
金
）

投
票
日

　

平
成
23
年
４
月
10
日（
日
）、
午
前

７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で（
一
部
の

投
票
区
は
午
後
４
時
ま
で
）

※�

投
票
は
宮
崎
県
議
会
議
員
選
挙
と

同
じ
日
に
実
施
し
ま
す
。

投
票
の
方
法

　

投
票
用
紙
に
印
刷
さ
れ
た「
賛
成
」

「
反
対
」の
い
ず
れ
か
の
欄
に
○
を
記

載
し
て
投
票
を
行
い
ま
す
。
体
の
不

自
由
な
方
な
ど
は
点
字
投
票
や
代
理

投
票
の
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
と
不
在
者
投
票
な
ど

　

投
票
の
告
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票

日
の
前
日
ま
で
期
日
前
投
票
や
不
在

者
投
票
が
行
え
ま
す
。

船
員
不
在
者
投
票

　

市
民
投
票
は
選
挙
と
異
な
り
市
が

独
自
で
行
う
投
票
で
す
。
投
票
用
紙

を
他
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
な

ど
へ
郵
送
す
る
時
間
を
要
す
る
た
め
、

事
前
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
問
い

合
わ
せ
が
必
要
で
す
。

投
票
所

　

宮
崎
県
議
会
議
員
選
挙
と
同
じ
投

票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

情
報
提
供

　

原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
学
習
に

役
立
つ
資
料
を
市
内
各
世
帯
へ
、
１

月
末
ま
で
に
届
く
よ
う
配
布
し
て
い

ま
す
。

投
票
結
果
の
取
り
扱
い

　

市
民
投
票
条
例
で
は「
市
長
は
、

市
民
投
票
の
結
果
、
過
半
数
の
意
思

を
尊
重
す
る
」と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す（
具
体
的
に
は
、
有
効
投
票
数
の

過
半
数
を
尊
重
し
ま
す
）。

市
民
投
票
運
動

　

市
民
投
票
運
動
は
お
お
む
ね
自
由

で
す
が
、
次
に
掲
げ
る
行
為
は
禁
止

さ
れ
ま
す
。

・�

買
収
、
供
応
、
脅
迫
な
ど
の
不
正

な
手
段
に
よ
り
、
市
民
の
自
由
な

意
思
を
拘
束
、
ま
た
は
干
渉
す
る

行
為

・�

市
民
の
平
穏
な
生
活
環
境
を
侵
害

す
る
行
為

　

な
お
、
宮
崎
県
議
会
議
員
選
挙

の
告
示
日
か
ら
投
票
日
ま
で
の
間
は
、

原
子
力
発
電
所
の
設
置
の
賛
否
に

関
す
る
市
民
投
票
運
動
で
あ
っ
て
も
、

団
体
が
行
う
演
説
会
や
ポ
ス
タ
ー
掲

示
、
ビ
ラ
の
配
布
、
宣
伝
告
知
の
た

め
の
自
動
車
・
拡
声
器
の
使
用
な
ど

は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す（
た

だ
し
、
個
人
で
の
市
民
投
票
運
動
は

こ
れ
に
該
当
し
ま
せ
ん
）。

　

公
職
選
挙
法
に
関
し
て
ご
不
明
な

点
は
串
間
市
選
挙
管
理
委
員
会（
☎

72
︱
１
１
１
１
内
線
２
７
１
・
２
７

２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

市
民
投
票
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

先
＝
総
合
政
策
課
市
民
投
票
準
備

係
☎
内
線
３
６
６
・
３
６
７

投票の方法
賛成・反対のどちらかに○を
記載して、投票箱に入れる。

投
票
箱

4月10日
投票です
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者
に
つ
い
て
行
う
。

■
秘
密
投
票

第�

八
条　

市
民
投
票
は
、
秘
密
投
票

と
す
る
。

■
一
人
一
票

第�

九
条　

投
票
は
、
一
人
一
票
と
す

る
。

■
投
票
所
に
お
い
て
の
投
票

第�

十
条　

投
票
資
格
者
は
、
投
票
日

に
自
ら
市
民
投
票
を
行
う
場
所
に

行
き
、
名
簿
又
は
そ
の
抄
本
の
対

照
を
経
て
、
投
票
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

■
期
日
前
投
票
等

第�

十
一
条　

投
票
資
格
者
は
、
前
条

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
期
日
前

投
票
又
は
不
在
者
投
票
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

■
投
票
の
方
式

第�

十
二
条　

市
民
投
票
を
行
う
者

（
以
下「
投
票
人
」と
い
う
。）は
、

原
子
力
発
電
所
の
設
置
に
賛
成
す

る
と
き
は
投
票
用
紙
の
賛
成
欄
に
、

原
子
力
発
電
所
の
設
置
に
反
対
す

る
と
き
は
投
票
用
紙
の
反
対
欄
に

自
ら
○
の
記
号
を
記
載
し
て
投
票

箱
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

身
体
の
故
障
又
は
文
盲
に
よ
り
、

自
ら
投
票
用
紙
に
○
の
記
号
を
記

載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
投
票
人

は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
投
票
の
効
力
の
決
定

第�

十
三
条　

投
票
の
効
力
の
決
定
に

当
た
っ
て
は
、
次
条
の
規
定
に
反

し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
投

票
し
た
者
の
意
思
が
明
白
で
あ
れ

ば
、
そ
の
投
票
を
有
効
と
す
る
も

の
と
す
る
。

■
無
効
投
票

第�

十
四
条　

市
民
投
票
に
お
い
て
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
投
票
は
、
無
効
と
す
る
。

　

一�　

所
定
の
投
票
用
紙
を
用
い
な

い
も
の

　

二�　

○
の
記
号
以
外
の
事
項
を
記

載
し
た
も
の

　

三�　

○
の
記
号
の
ほ
か
、
他
事
を

記
載
し
た
も
の

　

四�　

○
の
記
号
を
投
票
用
紙
の
賛

成
欄
及
び
反
対
欄
の
い
ず
れ
に

も
記
載
し
た
も
の

　

五�　

○
の
記
号
を
投
票
用
紙
の
賛

成
欄
又
は
反
対
欄
の
い
ず
れ
に

記
載
し
た
か
を
確
認
し
難
い
も

の

■
市
民
投
票
の
結
果
の
告
示
等

第�

十
五
条　

市
長
は
、
市
民
投
票
の

結
果
が
判
明
し
た
と
き
は
、
速
や

か
に
こ
れ
を
告
示
す
る
と
と
も
に
、

市
議
会
議
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

■
投
票
運
動

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と

き
。

２�　

市
長
は
、
原
子
力
発
電
所
の
設

置
に
係
る
事
務
の
執
行
に
当
た
っ

て
は
、
市
民
投
票
の
結
果
、
過
半

数
の
意
思
を
尊
重
す
る
も
の
と
す

る
。

■
市
民
投
票
の
執
行

第�

四
条　

市
民
投
票
は
、
市
長
が
執

行
す
る
も
の
と
す
る
。

■
市
民
投
票
の
期
日

第�

五
条　

市
民
投
票
の
期
日（
以
下

「
投
票
日
」と
い
う
。）は
、
市
長
が

定
め
、
投
票
日
の
九
日
前
ま
で
に

こ
れ
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

■
投
票
資
格
者

第�

六
条　

市
民
投
票
に
お
け
る
投
票

の
資
格
を
有
す
る
者（
以
下「
投
票

資
格
者
」と
い
う
。）は
、
年
齢
満

二
十
年
以
上
の
日
本
国
籍
を
有
す

る
者
で
引
き
続
き
三
箇
月
以
上
串

間
市
に
住
所
を
有
す
る
者
と
す
る
。

■
投
票
資
格
者
名
簿

第�

七
条　

市
長
は
、
投
票
資
格
者
に

つ
い
て
、
原
子
力
発
電
所
設
置
に

関
す
る
市
民
投
票
資
格
者
名
簿

（
以
下「
名
簿
」と
い
う
。）を
作
成

す
る
も
の
と
す
る
。

２�　

名
簿
へ
の
登
録
は
、
公
職
選
挙

法（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）

第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る

第�
十
六
条　

市
民
投
票
に
関
す
る
運

動
は
、
買
収
、
供
応
、
脅
迫
等
に

よ
り
市
民
の
自
由
な
意
思
が
拘
束

さ
れ
、
若
し
く
は
不
当
に
干
渉
さ

れ
、
又
は
市
民
の
平
穏
な
生
活
環

境
が
侵
害
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

■
投
票
及
び
開
票

第�

十
七
条　

市
民
投
票
に
関
す
る
事

務
を
担
任
す
る
た
め
投
票
管
理
者
、

投
票
立
会
人
、
開
票
管
理
者
及
び

開
票
立
会
人
を
置
く
。

２�　

前
項
に
規
定
す
る
者
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
の
額
並
び
に
そ
の
支

給
方
法
に
つ
い
て
は
、
串
間
市
特

別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例（
昭
和
三
十
二
年
串
間
市
条
例

第
二
号
）の
規
定
を
準
用
す
る
も

の
と
す
る
。

■
委
任

第�

十
八
条　

こ
の
条
例
の
施
行
に
関

し
、
必
要
な
事
項
は
規
則
で
定
め

る
。

■
附
則

　
（
施
行
期
日
）

１�　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

　
（
こ
の
条
例
の
失
効
）

２�　

こ
の
条
例
は
、
投
票
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
九
十
日
を
経
過
し

た
日
に
そ
の
効
力
を
失
う
。

　
「
串
間
市
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
設
置
に
つ
い
て
の
市
民
投
票
に
関
す
る
条
例
」
は
、

串
間
市
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
設
置
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
思
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
公
平
か
つ
民
主
的
な
手
続
き
を
確
保
し
、
市
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
12
月
に
開
催
さ
れ
た
串
間
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
条
例
の
一
部
改
正
が
修
正

の
う
え
可
決
・
制
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
条
例
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

串
間
市
に
お
け
る

原
子
力
発
電
所
設
置
に
つ
い
て
の

市
民
投
票
に
関
す
る
条
例

な
手
続
き
を
確
保
し
、
も
っ
て
市

行
政
の
円
滑
な
運
営
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

■
市
民
投
票

第�

二
条　

前
条
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
串
間
市
に
お
け
る
原
子
力

発
電
所
の
設
置
に
対
す
る
賛
否
に

つ
い
て
の
市
民
に
よ
る
投
票（
以

下「
市
民
投
票
」と
い
う
。）を
行
う
。

串
間
市
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
設

置
に
つ
い
て
の
市
民
投
票
に
関
す
る

条
例

■
目
的

第�

一
条　

こ
の
条
例
は
、
串
間
市
に

お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
設
置
に

つ
い
て
、
市
民
の
意
思
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
公
平
か
つ
民
主
的

２�　

市
民
投
票
は
、
市
民
の
自
由
な

意
思
が
反
映
さ
れ
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

■
市
民
投
票
の
実
施
と
そ
の
措
置

第�
三
条　

市
民
投
票
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
に

実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

　

一�　

電
気
事
業
法（
昭
和
三
十
九

年
法
律
第
百
七
十
号
）第
二
条

Kushima citizen vote

第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
電

気
事
業
者
か
ら
串
間
市
に
対
し
、

原
子
力
発
電
所
の
設
置
に
係
る

建
設
同
意
の
申
請
が
あ
っ
た
と

き
。

　

二�　

市
長
が
、
市
民
投
票
を
実
施
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市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

串
間
市
消
防
団

市
民
一
体
と
な
っ
た

消
防
活
動
を

わたしたち消防団は市民の生命と財
産を守るための活動をしています。日ご
ろから訓練や機械器具点検など取り組
んでいますが、特に乾燥したこの季節、
夜警による火災予防啓発に力を入れて
います。消防活動はいろんな人たちの
協力が必要。市民の皆さんも、住宅用
火災警報器を設置するなど、まずは自
分でできる取り組みを、市民一体となっ
た消防活動に協力をお願いします。

串間市消防団長

矢野 貞次さん

インタビュー
②

②

③

⑩

④

⑥

⑦

⑨

多
岐
に
渡
る

消
防
団
活
動
に
感
謝

火災や地震などの災害から皆さんの
生命や財産を守る消防団。「自分たちの
地域は、自分たちで守る」という意志の
下、仕事を持つ地域の方々が加入して
います。消火活動のほか、行方不明者
捜索や増水河川の監視、夜警や火災
予防広報活動など、消防団の多岐に渡
る活動には感謝しています。なお、串間
市消防団では新入団員を募集していま
す。皆さんの入団をお願いします。

串間市消防長

井上 雄次

インタビュー
①

i n t e r v i e w

　串間市消防団では平成 23年度の消
防団員を募集しています。地域の安全・
安心を守るため、現在、男女を問わず
さまざまな職種の方々が団員として活
躍しています。あなたも地域防災の要、
消防団に加入しませんか。
● 消防団・入団などについての問い合

わせ先＝串間市消防団事務局
　☎72−４１５１

平成23年度串間市消防団員募集

消
防
団
の
歴
史
は
江
戸
時
代
、
８
代
将
軍

徳
川
吉
宗
が
江
戸
町
内
に
「
ま
ち
火
消

し
」
を
組
織
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、「
消
防
組
」「
警
防
団
」
を
経
て

昭
和
23
年
に
消
防
組
織
法
の
制
定
に
よ
り
「
消

防
団
」
と
な
り
ま
し
た
。
消
防
団
は
消
防
本
部

や
消
防
署
と
同
じ
く
同
法
に
基
づ
い
て
各
市
町

村
が
設
置
す
る
消
防
機
関
で
、
串
間
市
で
は
団

長
以
下
、
５
分
団
42
部
、
団
員
６
８
１
人
、
車
両

35
台
で
串
間
市
消
防
団
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
使
命
は
市
民
の
生
命
お
よ
び
財
産

を
守
る
こ
と
。
火
災
や
災
害
発
生
時
の
出
動
、

夜
警
、
火
災
予
防
の
広
報
活
動
、
消
防
水
利
や

機
械
器
具
の
点
検
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し

た
防
災
訓
練
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。
消
防
団
は
、
安
全
で

安
心
で
き
る
市
民
生
活
を
支
え
る
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
な
の
で
す
。

　

１
月
５
日
に
は
蔵
元
橋
下
流
河
川
敷
で
消
防

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
員
の
分
列
行
進
、

車
両
行
進
、
人
員
・
服
装
・
規
律
点
検
、
機
械

器
具
点
検
に
引
き
続
き
、
消
防
車
両
に
よ
る
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
で
は
功
労
者
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

▼
宮
崎
県
知
事
表
彰
＝
上
鑪
明
彦
／
児
玉
裕
二

／
上
村
眞
司
／
岩
元
修
一
▼
宮
崎
県
知
事
感
謝

状
（
内
助
の
功
）
＝
北
村
市
子
▼
宮
崎
県
消
防

協
会
長
表
彰
（
功
績
章
）
＝
児
玉
祥
吉
／
林
章

一
／
谷
口
忠
浩
▼
宮
崎
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
精
績
章
）
＝
城
薫
／
河
野
博
彦
／
小
森
千
春

／
崎
村
修
▼
宮
崎
県
消
防
協
会
長
感
謝
状
（
親

子
団
員
の
部
）
＝
山
口
哲
次
・
山
口
哲
平
▼
宮

崎
県
消
防
協
会
長
感
謝
状
（
兄
弟
団
員
の
部
）

＝
小
見
門
俊
和
・
小
見
門
隆
裕
／
村
中
文
哉
・

村
中
宏
樹
／
井
手
康
雄
・
日
高
雅
和
▼
宮
崎
県

消
防
協
会
長
感
謝
状
（
女
性
団
員
の
部
）
＝
日

髙
正
子
▼
宮
崎
県
消
防
協
会
長
感
謝
状
（
退
職

団
長
の
部
）
＝
川
﨑
敏
大
▼
宮
崎
県
消
防
協
会

長
感
謝
状
（
内
助
の
功
の
部
）
＝
児
玉
ひ
と
み

▼
宮
崎
県
消
防
協
会
南
那
珂
支
部
長
表
彰
＝
河

野
進
也
／
野
邉
和
久
／
吉
田
英
紀
／
渡
邊
慶
一

／
岩
元
修
一
／
山
口
哲
次
▼
串
間
市
長
表
彰
＝

川
畑
義
弘
／
森
望
／
河
野
伸
廣
／
森
田
大
介
／

中
島
政
雄
／
片
平
知
照
／
上
田
昇
／
浅
野
俊
／

山
下
秀
勇
／
清
水
雅
秀
／
隈
江
幸
輝
／
渡
邊
幸

博
／
國
府
圭
介
／
伊
牟
田
金
利
／
早
瀬
晋
也
／

河
野
泰
幸
／
橋
口
恵
／
時
任
孝
一
▼
串
間
市
長

感
謝
状
（
30
年
勤
続
）
＝
山
下
芳
数
／
河
野
俊

輔
▼
串
間
市
長
感
謝
状
（
25
年
勤
続
）
＝
川
﨑

保
人
／
日
髙
裕
之
／
濱
﨑
一
夫
／
上
原
謙
一
郎

／
上
野
幸
彦
／
鍋
倉
静
夫
／
塩
屋
則
次
／
原
田

隆
／
藤
原
憲
司
／
時
任
忠
弘
▼
串
間
市
長
感
謝

状
（
20
年
勤
続
）
＝
神
戸
博
光
／
河
野
安
男
／

井
手
俊
彦
／
川
崎
博
樹
／
河
野
進
一
／
鍋
倉
忠

／
森
下
藤
二
／
伊
牟
田
金
利
／
井
手
広
美
／
阿

部
和
弘
▼
串
間
市
長
感
謝
状
（
消
防
団
協
力
事

業
所
）
＝
株
式
会
社
谷
口
組
▼
消
防
団
長
表
彰

＝
清
水
正
樹
／
武
田
孝
次
／
竹
村
義
昭
／
渡
辺

大
朋
／
村
山
勝
之
／
瀬
治
山
昭
彦
／
河
野
正
志

／
柴
田
広
樹
／
井
手
達
也
／
金
山
博
昭
／
植
松

正
男
／
田
中
新
悟
／
中
原
健
一
／
井
手
利
守
／

山
口
招
光
／
日
髙
和
憲
／
山
口
哲
次
／
日
比
辰

明
▼
消
防
団
優
良
部
消
防
長
特
別
表
彰
＝
中
央

分
団
第
６
部
／
中
央
分
団
第
17
部
／
大
束
分
団

第
６
部
／
本
城
分
団
第
７
部
／
都
井
分
団
第
２

部
／
市
木
分
団
第
３
部

※
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Kushima City fire-fighting team

⑧

⑤ ①

①�人員・服装・規律点検を
受ける
②�南さくら保育園児による
太鼓演奏
③団員の分列行進
④�功労者の表彰
⑤消防車両の行進
⑥�一斉放水
⑦�規律ある団員の整列
⑧�陸上自衛隊第43普通科
連隊都城駐屯地音楽隊に
よる演奏
⑨整列して点検を受ける
⑩�消防車両による一斉放水
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１
月
８
日
、
串
間
市
文
化
会
館
で
成
人
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
２
２
９

人
の
新
成
人
が
参
加
。
振
り
そ
で
や
羽
織
は
か

ま
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
は
、

記
念
の
式
に
ふ
さ
わ
し
い
晴
れ
や
か
な
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
も
実
行
委
員
会
に
よ
る
手
づ

く
り
の
式
で
す
。
昨
年
９
月
に
実
行
委
員
会
を

発
足
。
思
い
出
に
残
る
成
人
式
と
す
る
た
め
、

直
前
ま
で
何
度
も
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
夢
」。「
口
蹄
疫
な
ど
の
苦
難
を
乗
り
越

え
て
、
若
者
が
夢
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
込
め
て
決
定
ま
し

た
。

　

式
で
は
新
成
人
を
代
表
し
て
谷
口
陽よ

う

さ
ん
が

「
今
日
の
こ
の
感
激
を
こ
れ
か
ら
の
私
の
人
生

に
生
か
し
、
名
実
共
に
成
人
と
な
る
こ
と
を
決

意
し
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

　

式
の
前
後
に
は
新
成
人
の
思
い
出
を
振
り
返

る
ス
ラ
イ
ド
上
映
や
抽
選
会
が
開
催
さ
れ
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
福
島
小
学
校
や
有
明
小
学
校
な

ど
で
卒
業
生
に
よ
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
翌
９
日
に
は
平
成
12
年

に
休
校
と
な
っ
た
大
納
小
学
校
に
て
、
休
校
に

な
っ
た
当
時
の
在
校
生
に
よ
り
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
の
開
封
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
封
に
立
ち

あ
っ
た
方
々
は
、
当
時
の
思
い
出
を
語
り
合
っ

て
い
ま
し
た
。

実行委員会
手づくりの
成人式

　思い出に残る成人式となるようにしよう
と、実行委員が一丸となって頑張りました。
出席した友人から「串間に戻ってきたくな
る式だった」と言ってもらえ達成感を味わ
うことができました。成人式を支えてくれ
た多くの方々に感謝します。 実行委員の皆さんお疲れさまでした。

成人式実行委員会委員長　

今
い ま

村
む ら

 省
しょう

悟
ご

さん

インタビュー

祝・成人
20th anniversary

Congratulate  you  on  the  coming  of  age  ceremony

「夢」に向かって進んでゆく
若者を目指して
１月８日、串間市文化会館で成人式が開かれ、229人の新成人が式に参加。
ここまで育ててくれた両親や家族への感謝を胸に、新成人としての１歩を踏み出しました。

大納小学校 福島小学校

　成人式に合わせてタイムカプセルの開封もありました。福島小学校６年３組の卒業生は、新成人 20人が集まり開封。カプ
セルに入っていた自分へあてた手紙や当時の絵などを見て思い出話に花を咲かせていました。また、平成 12年に休校となっ
た大納小学校では、当時の在校生で最年少だった２人が成人したことを記念し、タイムカプセルを開封。地域の方々も開封に
参加し、お互い思い出を語り合っていました。

懐かしい思い出がよみがえる ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

Back to 2003
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THE SLOW LIFE

生活
の名人

THE SLOW FOOD

Sweet potato

串
間
を
代
表
す
る
農
作
物
で
あ
る
甘
し
ょ
。

大
束
地
区
井
牟
田
で
甘
し
ょ
を
作
っ
て
い

る
竹
原
道
春
さ
ん
は
、
甘
し
ょ
が
食
卓
に
届
く
ま

で
を
紹
介
し
た
冊
子
「
か
ん
し
ょ
畑
か
ら
食
卓
ま

で
」
を
作
製
し
、小
学
校
な
ど
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

竹
原
さ
ん
が
冊
子
を
作
る
き
っ
か
け
は
、
福
島

小
学
校
の
先
生
か
ら
、
甘
し
ょ
の
作
り
方
を
教
え

て
ほ
し
い
と
い
う
相
談
を
受
け
た
こ
と
。
そ
の
と

き
、
子
ど
も
た
ち
が
一
目
見
る
だ
け
で
、
甘
し
ょ

が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
、
食
卓
に
ま
で
届
く
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
と
考
え
、
そ

の
思
い
か
ら
今
回
、
冊
子
作
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

冊
子
作
り
で
一
番
苦
労
し
た
こ
と
は
、
甘
し
ょ

の
栽
培
方
法
の
紹
介
。
普
段
慣
れ
親
し
ん
だ
作
業

で
す
が
、
改
め
て
簡
単
な
言
葉
で
文
章
に
し
よ
う

す
る
と
、
な
か
な
か
的
確
な
表
現
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
冊
子
を
作
り
ま
し
た
が
、

自
分
の
仕
事
を
改
め
て
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
」
と
話
す
竹
原
さ
ん
。「
家
族
や
関
係
者

の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
を
通
じ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
農
業
へ
関
心
を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

食卓は食、しつけ、感謝の原点。
甘しょを通じてそのことを伝えたい。

一年を通じて行われる甘しょ栽培。今回作製した冊子を読んで、少しでも関心を持ってほしい。

【
水
田
ご
ぼ
う
】

に
と
っ
て
良
く
は
な
く
「
水
が
多
い
と
ご
ぼ
う
が

短
く
、
少
な
い
と
長
く
育
つ
」
の
だ
そ
う
で
す
。

　

ご
ぼ
う
に
多
く
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
は
消
化
吸

収
さ
れ
な
い
た
め
、
胃
や
腸
を
き
れ
い
に
掃
除
し

便
秘
を
改
善
、
ま
た
大
腸
が
ん
な
ど
の
予
防
効
果

も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
食
べ
て

も
お
い
し
く
、
特
に
こ
の
水
田
ご
ぼ
う
は
歯
ご
た

え
も
適
度
に
柔
ら
か
く
、
あ
く
も
少
な
い
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
使
え
ま
す
。

　
「
煮
物
や
き
ん
ぴ
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
み
そ
汁
や
サ

ラ
ダ
、
南
蛮
や
ご
ぼ
う
チ
ッ
プ
ス
も
お
い
し
い
し
、

ご
ぼ
う
と
牛
肉
を
、
し
ょ
う
ゆ
と
砂
糖
と
合
わ
せ

て
卵
で
と
じ
た
ご
ぼ
う
と
じ
丼
も
お
い
し
い
で
す

よ
」
と
絹
代
さ
ん
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
、
い
ろ
い

ろ
な
水
田
ご
ぼ
う
料
理
を
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
い
し
い
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

絹き
ぬ

代よ

さ
ん

ご
自
慢
の

煮
て
良
し
、
揚
げ
て
良
し
、
サ
ラ
ダ
で
も
良

し
の
水
田
ご
ぼ
う
。
今
回
、
そ
の
水
田
ご

ぼ
う
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
の
は
北
方
地
区
・
古

川
に
お
住
ま
い
の
水
谷
絹
代
さ
ん
（
54
歳
）
で
す
。

　

絹
代
さ
ん
の
お
宅
で
は
水
稲
の
裏
作
な
ど
で
水

田
ご
ぼ
う
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
お
米
を
作
っ
た

後
の
田
ん
ぼ
は
土
壌
が
消
毒
さ
れ
、
質
の
良
い
ご

ぼ
う
が
で
き
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

早
期
水
稲
の
刈
り
取
り
が
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
に

ご
ぼ
う
を
作
る
の
で
す
が
、
絹
代
さ
ん
宅
で
は
手

作
業
で
て
い
ね
い
に
種
を
ま
き
ま
す
。
暑
い
時
期

に
種
を
ま
い
た
も
の
は
80
〜
90
日
程
度
、
10
月
以

降
に
ま
い
た
も
の
は
90
〜
１
０
０
日
程
度
収
穫
ま

で
に
か
か
り
ま
す
が
、「
今
年
は
特
に
寒
い
か
ら
、

な
か
な
か
ご
ぼ
う
が
大
き
く
育
た
な
い
」
と
絹
代

さ
ん
。
ま
た
、
土
壌
の
水
分
が
多
い
の
も
ご
ぼ
う

◎材料
-----------------------------------------------
・水田ごぼう�……………… 適量
・小麦粉�…………………… 適量
・塩�………………………… 少々
・サラダ油�………………… 適量

◎作り方
-----------------------------------------------
① �大きめ（太め）の水田ごぼうを
薄くスライスする。

② �①を小麦粉にまぶす。
③ �熱したサラダ油でカラッと揚げ
る。

④ �食べる直前に塩をかけていただ
く。

※�小麦粉をまぶす前に、カレー粉
をまぶしたり、焼き肉のたれに
漬けたりしても、おいしくできま
す。

ごぼうチップス
子どものおやつやビールのつまみ
にぴったりのごぼうチップスを紹
介します。

地
産

地
消

ゴボウ／キク目キク科ゴボウ属に属するユーラシア
大陸原産の多年草。日本には薬草として中国から伝
来。繊維質が豊富で便通効果、整腸作用のほか、抗
がん、動脈硬化予防などさまざまな予防効果も高い
食物です。

[ Arctium lappa L ]

竹
た け

原
は ら

 道
み ち

春
は る

さん／（63歳）
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食
は
家
庭
の
礎

家
族
の
食
を
大
切
に

　

12
月
22
日
、
串
間
市
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
で
社
会
福
祉
法
人
む
つ
み
会
主
催
の
食

育
講
演
会
「
串
間
の
皆
さ
ん
へ
今
、
伝
え

た
い
こ
と
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
東
国
原
英
夫
前
宮
崎
県
知

事
が
講
演
。
第
２
部
で
は
「
子
ど
も
が
つ

く
る
『
弁
当
の
日
』」
の
提
唱
者
竹
下
和

男
さ
ん
が
「
食
育
と
子
ど
も
の
健
全
育
成

〜
一
家
だ
ん
ら
ん
の
食
事
が
育
む
も
の

〜
」
と
題
し
て
講
演
し
、「
子
ど
も
に
し

て
ほ
し
い
こ
と
は
、
親
が
し
て
見
せ
れ
ば

い
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
約
１
、

０
０
０
人
の
市
民
は
、
２
人
の
話
に
興
味

深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

まちの話題

The topic of the town

串
間
の
代
表
と
し
て

走
り
抜
き
ま
し
た

　

１
月
９
日
、
第
１
回
宮
崎
県
市
町
村
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
が
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
串
間
か
ら
は
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
・
一
般
・
40
歳
代
・
50
歳
以
上
で

構
成
さ
れ
た
串
間
市
代
表
団
17
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

大
会
は
県
内
各
市
町
村
か
ら
34
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
と
す
る
10
区
間
、
約
42
・
３
㎞
の
コ
ー

ス
で
争
わ
れ
ま
し
た
。

　

串
間
市
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
は
寒
空
の

下
懸
命
に
走
り
抜
き
順
位
は
24
位
。
走
り

終
え
た
選
手
た
ち
は
「
来
年
は
今
回
以
上

の
成
績
を
残
し
ま
す
」
と
早
く
も
来
年
へ

向
け
闘
志
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

海
上
自
衛
隊
支
援
艦

「
げ
ん
か
い
」
が
寄
港

　

１
月
16
日
、
海
上
自
衛
隊
呉
地
方
隊
所

属
の
多
用
途
支
援
艦
「
げ
ん
か
い
」
が
福

島
港
に
寄
港
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
に
「
げ
ん
か
い
」
が
入
港
し
、

９
時
半
か
ら
は
海
上
自
衛
隊
艦
艇
協
力
会

が
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
。
串
間
特
産

の
甘
し
ょ
や
焼
酎
な
ど
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
は
艦
内
の
一
般
公

開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
操
縦
室
な
ど
を
見

学
し
た
り
、
記
念
撮
影
を
し
た
り
す
る
な

ど
、ふ
だ
ん
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い「
げ

ん
か
い
」
の
内
部
に
、
見
学
者
た
ち
は
興

味
が
つ
き
な
い
様
子
で
し
た
。

　

一
般
公
開
は
16
日
も
行
わ
れ
、
多
く
の

市
民
が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

青
少
年
が

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
発
表

　

１
月
16
日
、
串
間
市
文
化
会
館
に
て
串

間
市
青
少
年
の
声
を
聞
く
会
（
主
催
：
串

間
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
・
串
間
市
教

育
委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

に
は
市
内
の
小
中
高
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た

19
人
が
参
加
。自
分
の
目
標
や
環
境
問
題
、

口
蹄
疫
に
対
す
る
思
い
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
体
験
や
考
え
を
も
と
に
発
表
。
保
護

者
や
学
校
関
係
者
は
子
ど
も
た
ち
の
発
表

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
後
、
串
間
市
教
育
委
員
会
事
務
局

の
川
崎
主
任
指
導
主
事
か
ら
「
将
来
の
夢

や
希
望
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
な
ど
が
伝

わ
っ
て
く
る
、す
ば
ら
し
い
発
表
で
し
た
」

と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

６
年
間
の
人
権
擁
護
活
動

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

　

１
月
17
日
、
市
役
所
に
て
人
権
擁
護
委

員
感
謝
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
感

謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
の
は
日
高
正
子
さ

ん
。
日
高
さ
ん
は
平
成
17
年
１
月
か
ら
平

成
22
年
12
月
ま
で
の
２
期
６
年
間
に
わ

た
っ
て
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
動
。
子

ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
な
ど
の

活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
た
ほ
か
、
日
常

生
活
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
活
動
を
行
っ

て
き
た
こ
と
が
今
回
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
は
市
民
の
立
場
か
ら
人
権

擁
護
の
活
動
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
１
月
１
日
付
で
、
森
本
明
子
さ
ん

と
小
田
原
基
義
さ
ん
の
２
人
が
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

友
好
の
願
い
を
こ
め
て

記
念
樹
を
植
樹

　

１
月
８
日
、
串
間
市
に
本
所
を
置
く
南

那
珂
森
林
組
合
（
島
田
俊
光
組
合
長
）
は
、

友
好
組
合
の
協
定
を
結
ん
で
い
る
大
阪
府

の
大
阪
府
森
林
組
合
（
古
川
光
和
組
合

長
）
と
北
海
道
下
川
町
の
下
川
町
森
林
組

合
（
山
下
邦
廣
組
合
長
）
と
と
も
に
、
お

互
い
の
友
好
関
係
の
発
展
・
強
化
を
願
い

一
氏
の
市
有
地
で
友
好
の
森
植
樹
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

植
樹
祭
で
は
島
田
組
合
長
、
古
川
組

合
長
、
山
下
組
合
長
と
野
辺
市
長
が
記
念

植
樹
を
し
た
後
、
各
組
合
の
職
員
約
１
０

０
人
が
組
合
ご
と
に
分
か
れ
、
ス
ギ
や
イ

チ
ョ
ウ
、
カ
ラ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
な
ど
の

苗
木
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

宮
崎
の
畜
産
復
興
の
１
年

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

　

１
月
11
日
、
南
那
珂
地
域
家
畜
市
場
で

子
牛
の
初
せ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

せ
り
に
先
立
ち
、
は
ま
ゆ
う
農
業
協
同

組
合
の
蔵
富
英
志
代
表
理
事
組
合
長
が

「
昨
年
は
口
蹄
疫
の
発
生
で
く
じ
け
そ
う

に
な
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
励
ま
し
の
言
葉
で
乗
り
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
強
い
意
志
で
復
興

に
取
り
組
み
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
関
係

者
が
鏡
割
り
を
行
っ
た
後
、参
加
者
全
員
、

お
茶
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

　

子
牛
の
せ
り
で
は
、
冒
頭
、
野
辺
市
長

や
谷
口
日
南
市
長
な
ど
関
係
者
が
子
牛
を

引
い
て
登
場
。
そ
の
後
も
次
々
と
子
牛
た

ち
が
競
り
落
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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◎冬の星空観察②

あ
そ
ぼ
う
。

　

　
　
　
　

�

くしまを
市 政 ニ ュ ー ス

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
に
よ
り

設
置
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
児
童
委

員
は
児
童
福
祉
法
に
よ
り
民
生
委
員

が
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
串
間
市

民
生
委
員
推
薦
会
に
よ
り
県
知
事
へ

推
薦
し
た
方
を
県
知
事
が
厚
生
労
働

大
臣
へ
推
薦
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が

委
嘱
し
ま
す
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

・�

担
当
地
域
内
の
実
態
把
握
に
努
め

ま
す
。

・�

住
民
の
抱
え
る
問
題
を
受
け
止
め

親
身
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
、
見

守
り
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

・�

住
民
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
関

係
行
政
機
関
や
施
設
な
ど
に
連
絡

し
必
要
な
対
応
を
促
し
ま
す
。

・�

適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
る
よ
う
調
整
し
ま
す
。

・�

行
政
機
関
が
証
明
す
る
こ
と
以
外

の
も
の
に
つ
い
て
、
調
査
可
能
な

事
実
関
係
に
限
り
、
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
の
活
動

・�

い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待
の

早
期
発
見
お
よ
び
問
題
解
決
に
向

け
て
、
児
童
相
談
所
や
児
童
福
祉

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

・�

児
童
委
員
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
場

合
、
児
童
委
員
に
必
要
な
援
助
、

改
選
さ
れ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

紹
介
し
ま
す
。

協
力
を
行
い
ま
す
。

・�

児
童
委
員
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、

問
題
を
抱
え
る
児
童
お
よ
び
家
庭

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ

ま
し
た

　

昨
年
11
月
30
日
、
任
期
満
了
に
よ

り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
改
選
さ

れ
、
同
12
月
１
日
付
で
新
た
に
厚
生

労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
22
年
12
月
１
日
か
ら

平
成
25
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間

で
す
。
福
祉
に
つ
い
て
困
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
地
区
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

▼
担
当
地
区
＝
指
名
（
敬
称
略
）

【
福
島
地
区
】

▼
桂
原
、
穂
佐
ケ
原
＝
谷
口
芳
継
▼

上
町
１
・
２
＝
竹
下
順
子
▼
上
町
３

＝
村
山
律
子
▼
桜
ケ
丘
、
城
山
、
霧

島
、
天
神
＝
井
口
孝
行
▼
上
郡
元
＝

野
邊
千
秋
▼
西
郡
元
＝
宮
川
彬
▼
上

小
路
＝
齊
藤
チ
ヅ
子
▼
西
小
路
１
区

＝
武
田
光
江
▼
西
小
路
２
区
＝
清
水

宏
▼
仲
町
＝
松
岡
孝
子
▼
泉
町
＝
金

丸
紘
子
▼
本
町
１
丁
目
＝
嶋
浦
憲
子

▼
本
町
２
丁
目
＝
又
木
穂
波
▼
寺
里

（
東
）
＝
石
上
嫦
子
▼
寺
里
（
西
）
＝

川
島
美
惠
子
▼
小
路
・
松
尾
＝
佐
藤

利
和
▼
上
・
下
田
口
、
東
・
中
・
西

本
西
方
＝
塔
尾
秀
雄
▼
木
代
、
鹿
谷

＝
中
野
忠
義
▼
有
明
１
区
、
七
ツ
橋

＝
巣
立
正
廣
▼
有
明
２
区
＝
長
岡
清

美
▼
東
・
西
塩
町
＝
鈴
木
五
郎
▼
西

今
町
＝
松
山
リ
ツ
▼
東
今
町
＝
河
野

義
弘
▼
南
今
町
＝
前
迫
加
津
枝
▼
笠

祇
、
古
竹
、
奴
久
見
＝
橋
口
義
人
▼

高
松
＝
榎
田
蔀
▼
主
任
児
童
委
員
＝

坂
田
美
貴
子
、
中
村
省
吾

【
北
方
地
区
】

▼
鯛
取
、
倉
掛
、
秋
山
、
小
城
久
保

＝
前
田
ア
イ
子
▼
下
池
、
東
・
西
上

池
＝
堤
嘉
伸
▼
串
間
、
徳
間
＝
深
江

保
子
▼
初
田
、
田
渕
、
谷
ノ
口
＝
加

藤
修
一
▼
屋
治
、
古
川
＝
蓑
方
緑
▼

前
田
、
羽
ケ
瀬
、
越
ケ
谷
＝
隈
田
原

盛
一
郎
▼
上
塩
、
大
島
、
鍛
治
屋
＝

河
野
ス
ミ
子
▼
東
・
西
下
弓
田
＝
渡

邊
孝
士
▼
東
・
南
金
谷
＝
立
本
伊
佐

男
▼
西
・
北
金
谷
＝
松
田
眞
喜
子
▼

主
任
児
童
委
員
＝
吉
時
瑞
男
、
徳
永

惠
子

【
大
束
地
区
】

▼
奈
留
、
長
野
、
古
大
内
、
仲
別
府

＝
谷
口
紀
代
子
▼
平
原
、
堂
園
、
烏

帽
子
野
、
西
ノ
園
＝
吉
田
純
子
▼
清

水
、
上
・
下
園
田
＝
奥
村
桂
子
▼
上

新
町
＝
江
藤
亮
一
▼
中
・
下
新
町
、

石
木
田
＝
武
田
智
子
▼
小
山
、
徳
山
、

白
坂
＝
吉
田
惠
子
▼
片
野
、
広
野
、

風
野
＝
黒
原
さ
つ
き
▼
大
平
、
中

原
、�

田
ノ
野
、
胡
桃
ケ
野
＝
日
髙
淳

子
▼
揚
原
、
高
則
＝
中
薗
紀
子
▼
市

ノ
瀬
１
・
２
・
３
・
４
区
、
上
井
牟

田
＝
竹
原
道
春
▼
一
氏
、
矢
床
、�

三

ケ
平
、
射
場
地
野
＝
竹
本
裕
子
▼
真

萱
、
三
幸
ケ
野
、
大
重
野
＝
瀨
口
賴

俊
▼
赤
池
、
上
大
矢
取
＝
中
畑
睦
夫

▼
主
任
児
童
委
員
＝
堀
口
宗
幸
、
井

上
藤
雄

【
本
城
地
区
】

▼
道
場
、
樋
口
＝
村
中
康
子
▼
口

広
、
上
・
下
中
園
＝
水
元
キ
ヨ
子
▼

遍
保
ケ
野
、
居
城
田
＝
神
戸
美
枝
子

▼
上
平
、
小
田
代
＝
鎌
倉
ツ
ヤ
子
▼

春
日
、
下
平
＝
松
﨑
久
子
▼
上
・
下

代
田
、
上
・
中
千
野
＝
堀
口
多
美
子

▼
港
、
下
千
野
＝
森
本
ま
り
子
▼
仲
、

浦
＝
上
村
八
十
男
▼
上
・
下
南
＝
森

永
義
彦
▼
永
田
＝
吉
田
惠
美
子
▼
主

任
児
童
委
員
＝
山
﨑
美
佐
子
、
国
府

久
美
子

【
都
井
地
区
】

▼
黒
井
、
立
宇
津
＝
佐
久
間
洋
惠
▼

迫
＝
井
手
昌
子
▼
宇
戸
、
東
＝
小
田

原
ハ
ナ
エ
▼
宮
原
、
岬
＝
河
野
則
一

▼
宮
ノ
浦
＝
川
﨑
ヤ
ヨ
イ
▼
大
納
、

名
谷
＝
林
ひ
と
み
▼
主
任
児
童
委
員

＝
室
永
春
行
、
山
口
ヨ
シ
子

【
市
木
地
区
】

▼
郡
司
部
、
子
持
田
＝
岩
満
泰
子
▼

平
田
、
海
北
、
中
福
良
＝
岩
下
末
行

▼
古
都
、
八
ケ
谷
＝
田
中
富
士
子
▼

石
原
、
内
ノ
畑
＝
山
田
ク
ミ
子
▼

上
・
下
石
波
＝
平
木
礼
子
▼
大
藤
、

木
ヤ
藤
＝
谷
洋
子
▼
舳
、
築
島
、
夫

婦
浦
＝
鈴
木
え
み
子
▼
主
任
児
童
委

員
＝
仁
田
盛
人
、
獺
越
智
子

● 

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健
課
自

立
支
援
係
☎
72
︱
０
３
３
３
（
内

線
５
１
０
）

■ 

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

以
前
、「
広
報
く
し
ま
」
№
７
８

０
（
平
成
18
年
12
月
１
日
号
）
の
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た

が
、
こ
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
澄

み
切
っ
て
い
る
た
め
、
星
空
の
観
察

に
適
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は

「
冬
の
星
空
観
察
」
の
第
２
回
目
を

お
送
り
し
ま
す
。

冬
の
大
六
角
形

　

№
７
８
０
で
は
冬
の
代
表
的
な
星

座
で
あ
る
オ
リ
オ
ン
座
、
お
お
い
ぬ

座
、
こ
い
ぬ
座
と
そ
れ
ら
が
形
成
す

る
「
冬
の
大
三
角
形
」
を
紹
介
し
ま

し
た
が
、今
回
は
「
冬
の
大
六
角
形
」

を
観
察
し
て
み
ま
す
。

　
「
冬
の
大
六
角
形
」
を
形
成
す
る

の
は
ぎ
ょ
し
ゃ
座
の
カ
ペ
ラ
、
お
う

し
座
の
ア
ル
デ
バ
ラ
ン
、
ふ
た
ご
座

の
ポ
ル
ッ
ク
ス
、
オ
リ
オ
ン
座
の
リ

ゲ
ル
、
こ
い
ぬ
座
の
プ
ロ
キ
オ
ン
、

お
お
い
ぬ
座
の
シ
リ
ウ
ス
と
い
う
６

つ
の
一
等
星
で
す
（
ち
な
み
に
、
こ

の
う
ち
、
こ
い
ぬ
座
の
プ
ロ
キ
オ
ン

と
お
お
い
ぬ
座
の
シ
リ
ウ
ス
、
そ
れ

に
オ
リ
オ
ン
座
に
あ
る
も
う
一
つ
の

一
等
星
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
を
加
え
た
も

の
が
「
冬
の
大
三
角
形
」
を
形
成
し

て
い
ま
す
）。

　

ま
ず
東
南
東
の
方
角
を
見
て
み
る

と
、
４
つ
の
明
る
い
星
と
そ
の
中
央

に
３
つ
並
ん
で
輝
く
星
が
見
え
ま

す
。
こ
れ
が
最
も
代
表
的
な
冬
の
星

座
の
オ
リ
オ
ン
座
で
す
。
オ
リ
オ
ン

座
の
四
角
形
の
星
の
中
で
ベ
テ
ル
ギ

ウ
ス
の
対
角
線
上
に
あ
る
の
が
リ
ゲ

ル
。
オ
リ
オ
ン
座
の
左
下
に
明
る
く

輝
く
星
が
お
お
い
ぬ
座
の
シ
リ
ウ
ス
。

ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
と
お
お
い
ぬ
座
の
シ

リ
ウ
ス
を
線
で
結
ん
で
左
側
に
正
三

角
形
を
作
る
と
、
こ
い
ぬ
座
の
プ
ロ

季
節
は
空
気
が
澄
み
、
一
等
星
な
ど

の
明
る
い
星
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

１
年
の
う
ち
で
も
っ
と
も
星
の
観
察

に
適
し
て
い
ま
す
。
特
に
新
月
の
前

後
と
な
る
２
月
上
旬
と
、
同
じ
く
２

月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
に
か
け
て
は

「
良
く
晴
れ
て
い
る
」「
周
辺
が
暗
い
」

な
ど
の
条
件
が
そ
ろ
え
ば
、
よ
り
美

し
い
星
空
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　

望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
な
ど
が
あ
れ
ば
、

よ
り
詳
し
く
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
冬
の
明
る
い
星
た
ち
は
肉

眼
で
も
十
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
さ
や
冷
え
込
み
が
厳

し
い
で
す
の
で
、
温
か
い
服
装
に
温

か
い
飲
み
物
な
ど
、
防
寒
対
策
を
十

分
に
、
夜
空
を
眺
め
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。
ま
る
で
星
が
降
っ
て

く
る
よ
う
な
感
覚
を
味
わ
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

冬の星空

冷たく澄んだ
冬の空気を吸いこんで
夜空に輝く星を眺めよう。

キ
オ
ン
が
見
つ
か
り
ま
す
。
プ
ロ
キ

オ
ン
と
シ
リ
ウ
ス
の
左
に
２
つ
並
ぶ

明
る
い
星
の
一
つ
が
ふ
た
ご
座
の
ボ

ル
ッ
ク
ス
。
オ
リ
オ
ン
座
の
す
ぐ
右

上
に
あ
る
明
る
い
星
が
お
う
し
座
の

ア
ル
デ
バ
ラ
ン
。
最
後
に
こ
の
５
つ

の
星
を
線
で
結
ん
で
い
っ
た
最
後
の

頂
点
が
ぎ
ょ
し
ゃ
座
の
カ
ペ
ラ
で
す
。

冬
の
星
空
観
察

　

冒
頭
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
の
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information

生
涯
学
習
だ
よ
り

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
仲
間
と
一
緒
に
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
だ
り
、
楽
し
ん
だ
り

生
涯
学
習
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
生
涯
学
習
推
進
大
会
な
ど
の
お
知
ら
せ
で
す
。

一人ひとりが心豊かで
生きがいのある
人生を送れるよう
支援することを目的とします。

感
じ
な
が
ら
生
活
す
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
見
い
だ
す
機
会
と
し
て
生
涯
学

習
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
＝
２
月
20
日
（
日
）、
正
午

開
場
、
午
後
０
時
半
開
演

● 
会
場
＝
串
間
市
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
● 

活
動
発
表
＝｢
さ
わ
や
か
学
級
・

大
束
中
学
校
音
楽
部｣

ほ
か

● 

講
演
＝
四
代
目　

江
戸
家
猫
八
氏

生
涯
学
習
成
果
作
品
展

・�

期
間
＝
２
月
19
日
（
土
）
〜
20
日

（
日
）

・
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
20
日
は
午
後
３
時
半
ま
で

・�

会
場
＝
串
間
市
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
、
ロ
ビ
ー

映
画
上
映
会

・�

日
時
＝
２
月
19
日
（
土
）
午
前
の

部
は
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
の

部
は
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

・�

会
場
＝
串
間
市
文
化
会
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー

・�

内
容
＝
こ
ど
も
人
形
劇
場
、
ま
ん

が
日
本
昔
ば
な
し
ほ
か　

※�

都
合
に
よ
り
上
映
内
容
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ
先
＝
教
育
委
員
会
事

務
局
生
涯
い
き
い
き
係
☎
内
線
３

７
９

公
民
館
後
期
講
座

　

公
民
館
で
は
、
前
期
・
後
期
に
分

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
は｢

後
期
講
座｣

の
一

部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
親
子
で
パ
テ
ィ
シ
エ
体
験
】

　

串
間
市
菓
子
組
合
の
パ
テ
ィ
シ
エ

３
人
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
親
子

｢

あ
な
た
が
き
ら
め
く
生
涯
学
習

い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ｣

串
間
市
生
涯
学
習
推
進
大
会

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
の

中
、
自
分
の
人
生
を
よ
り
良
い
も
の

に
、
ま
た
、
充
実
し
た
も
の
に
し
て

い
く
た
め
に
、
だ
れ
も
が
、
生
涯
を

と
お
し
て
、
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
へ
の
転
換
が
強
く
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
学
校
教
育
・

家
庭
教
育
・
地
域
教
育
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
、
生
涯
学
習
社
会
を
発
展

さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

考
え
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
楽
し
く
学
び
、
生
き
が
い
を

11
組
で
ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
講
師
の
華
麗
な
技
を
間
近
で
見

る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
も
大
興
奮
。

ス
ポ
ン
ジ
に
生
ク
リ
ー
ム
を
塗
る
難

し
い
作
業
も
、
親
子
で
協
力
し
て
き

れ
い
に
で
き
、
全
員
お
い
し
そ
う
な

ケ
ー
キ
が
完
成
し
ま
し
た
。

【
骨
盤
体
操
】

　

都
井
・
市
木
の
２
地
区
で
実
施
し

ま
し
た
。
体
の
ゆ
が
み
を
直
し
た
後

は
、
軽
い
ダ
ン
ベ
ル
を
持
っ
て
、
音

楽
に
あ
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
体
を
動
か

し
ま
す
。「
足
が
痛
く
て
正
座
が
で

き
な
か
っ
た
の
に
、
体
操
を
始
め
て

か
ら
正
座
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ず
っ
と
続
け
ま
す
」
と
、
参
加

者
の
方
が
嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

【
そ
ば
打
ち
】

　

北
方
、
都
井
、
市
木
地
区
で
そ
ば

打
ち
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
ば
を
四

角
形
に
伸
ば
す
作
業
や
そ
ば
を
細

く
切
る
作
業
な
ど
、
み
な
さ
ん
上
手

で
講
師
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。「
楽

し
か
っ
た
、
今
年
は
年
越
し
そ
ば
を

打
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
声
が
た
く

さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。

【
ミ
ニ
門
松
】

　

今
年
は
松
・
千
両
・
南
天
の
ほ
か

に
、
手
作
り
の
ち
り
め
ん
飾
り
や
葉

牡
丹
・
ゆ
ず
り
葉
な
ど
も
飾
り
ま
し

た
。
強
風
の
中
で
し
た
が
、
予
定
よ

り
早
く
豪
華
な
ミ
ニ
門
松
が
完
成
し

ま
し
た
。

第
57
回
串
間
市
成
人
祝
賀

駅
伝
競
走
大
会

　

１
月
８
日
（
土
）、
本
年
の
成
人

者
を
祝
福
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
成

人
祝
賀
駅
伝
競
走
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
一
般
の
部
12
チ
ー
ム
、

中
学
生
の
部
12
チ
ー
ム
、
女
子
の
部

に
、
選
手
た
ち
は
一
生
懸
命
走
り
抜

い
て
い
ま
し
た
。

●
大
会
結
果

【
一
般
の
部
】

・�

１
位
＝
福
島
高
校
野
球
部
（
１
時

間
６
分
４
秒
）

・�

２
位
＝
航
空
自
衛
隊
高
畑
山
Ａ

（
１
時
間
７
分
55
秒
）

・�

３
位
＝
ニ
シ
ウ
ミ
ー
ズ
（
１
時
間

10
分
58
秒
）

【
中
学
生
の
部
】

・�

１
位
＝
い
も
っ
子
ク
ラ
ブ
大
束

（
１
時
間
９
分
21
秒
）

・�

２
位
＝
大
束
中
野
球
部
Ａ
（
１
時

間
９
分
48
秒
）

・��

３
位
＝
ザ
・
オ
ー
ル
ス
タ
ー
（
１

時
間
11
分
37
秒
）

【
女
子
の
部
】

・�

１
位
＝
北
方
中
学
校
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
（
１
時
間
26
分
41
秒
）

・�

２
位
＝
福
島
中
学
校
女
子
バ
レ
ー

部
（
１
時
間
27
分
10
秒
）

・�

３
位
＝
福
女
選
抜
（
１
時
間
28
分

24
秒
）

＊短歌、俳句の投稿は
■短歌  坂本不二子さん（☎72-4602）
■俳句  本田　幾男さん（☎72-5280）

うたごよみ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

：
吉　

田　

シ
ズ
子

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

：
廣　

前　

美
佐
子

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

：
山　

崎　

松　

子

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

：
内　

野　

ケ
サ
オ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

：
河　

野　

ミ
エ
子

寒
卵
さ
し
出
す
児
の
手
赤
か
り
き

湧
き
起
こ
る
哀
惜
の
念
冬
座
敷

初
稽
古
炉
ぶ
ち
を
染
め
し
い
の
ち
の
火

児
等
の
声
残
し
て
廃
校
石
蕗
の
花

芋
畑
猿
の
お
ど
し
の
ス
ヌ
ー
ピ
ー

上
小
路
：
木　

島　

サ
イ
子

仲　

町
：
矢　

野　

欽　

子

仲　

町
：
木　

島　

幸　

子

上
小
路
：
本　

田　

幾　

男

都　

井
：
松　

野　

修　

子

[

短 

歌]

ゆ
う
ゆ
う
の
森
短
歌
教
室
　
坂
本
不
二
子
選

[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

今
を
生
き
幸
せ
も
ら
い
贅
沢
を
言
葉
が
宝
老
い
ゆ
く
身
に
は

秋
風
を
受
け
て
園
児
の
運
動
会
カ
メ
ラ
が
走
る
ビ
デ
オ
が
走
る

は
ら
は
ら
と
銀
杏
の
扇
舞
い
降
り
て
金
の
絨
緞
終
演
舞
台

子
供
ら
と
車
椅
子
の
旅
感
謝
し
て
冥
途
の
土
産
を
心
に
刻
む

夕
焼
け
の
山
の
む
こ
う
に
星
ひ
と
つ
明
日
も
元
気
と
き
ら
き
ら
光
る

５
チ
ー
ム
の
計
29
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

午
後
０
時
半
に
陸
上
競
技
場
を
ス

タ
ー
ト
。
ゴ
ー
ル
の
文
化
会
館
を
目

指
し
、
８
区
間
19
・
６
ｋ
ｍ
で
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。

　

走
り
や
す
い
天
候
に
恵
ま
れ
た
中
、

沿
道
の
声
援
に
後
押
し
さ
れ
る
よ
う

生涯学習成果作品展

ケーキ作りに挑戦した親子でパティシエ体験

音楽に合わせて骨盤体操

みんな上手だったそば打ち

ミニ門松が完成しました

29チームが参加した成人祝賀駅伝

一
般
投
稿
句

1617 | Kushima City Public Relations, 2011.2, Japan



126人、産まれました

なるほど!医療講座
著：串間市民病院 産婦人科医師

河
かわ

崎
さき

  良
よし

和
かず

平
成
22
年
、
市
民
病
院
で
は
１
２
６

人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
ま
し
た
。

当
院
の
産
婦
人
科
は
平
成
11
年
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
旧
病
院
の
こ
ろ
は
年
間
の
出

産
数
は
50
人
程
度
で
し
た
が
、
平
成
17
年

に
新
病
院
に
な
っ
て
か
ら
は
毎
年
１
０
０

人
程
度
の
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
て
い
ま
す

（
表
１
）。

　

昨
年
出
産
し
た
１
２
６
人
の
妊
婦
さ
ん

の
内
訳
は
、
串
間
市
在
住
の
妊
婦
さ
ん
が

67
人
、
出
産
の
た
め
に
実
家
の
あ
る
串
間

市
に
里
帰
り
し
て
来
た
妊
婦
さ
ん
が
42
人
、

志
布
志
市
在
住
の
妊
婦
さ
ん
が
17
人
で
し

た
（
表
２
）。

　

さ
ら
に
多
く
の
妊
婦
さ
ん
に
当
院
で
出

産
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
里
帰
り
出
産
を
ご
希
望
の
妊

婦
さ
ん
は
、
あ
ら
か
じ
め
産
婦
人
科
外

来
（
☎
０
９
８
７
︱
72
︱
１
２
３
４
）
ま

で
お
電
話
を
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

今
回
は
当
院
の
産
婦
人
科
を
写
真
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

学ぶ生徒、鍛える生徒、誇る生徒を目指して

　４月に市木小学校と合同で行う
遠足は、小学校との交流を深める
大切なイベントです。中学生と小
学生の組み合わせでグループを作
り、目的地まで小学生を中学生が
先導していきます。途中、中学校
の生徒会が中心となって作成した
クイズを解きながら進んでいきま
す。目的地の石波海岸では、グルー
プごとに砂の造形を作成し、完成
した作品はお互いに採点して順位
を決めます。昼食後は全員参加の
レクリエーションで交流を深めま
す。最後は全員で清掃を実施。自
分たちのごみだけでなく、すべて
のごみを持ち帰ります。

自ら進んで学習し、郷土への誇りと愛情を持った生徒像を目指しています。

触れ合いを楽しむ

小中合同遠足

学校へ行こう
■ 市木中学校

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
串
間
市

立
市
木
中
学
校
（
田た

村む
ら

浩こ
う

一い
ち

校
長
）。

全
校
生
徒
15
人
、
職
員
10
人
の
中
学

校
で
す
。

　

市
木
中
学
校
は
「
豊
か
な
感
性
、

優
し
さ
、
た
く
ま
し
さ
を
持
っ
て
21

世
紀
を
生
き
る
生
徒
の
育
成
」
を
目

標
に
、
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
の
自
主
性
が
市
木
中
学

校
の
特
徴
で
す
。
学
校
活
動
の
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
生
徒
た
ち
が
中
心

と
な
っ
た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
１
月
に
行
わ
れ
る
百
人
一
首
大

会
は
生
徒
た
ち
が
主
役
。
大
会
に

向
け
て
の
練
習
は
、
３
年
生
が
中
心

と
な
っ
て
全
校
生
徒
で
実
施
し
ま
す
。

大
会
は
４
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

の
団
体
戦
。
異
学
年
の
チ
ー
ム
対
抗

戦
で
競
い
合
い
ま
す
。
積
み
重
ね
て

き
た
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
、も
っ

と
も
盛
り
上
が
る
行
事
の
一
つ
で
す
。

　

地
域
と
の
交
流
も
大
切
な
行
事
の

一
つ
で
す
。
毎
年
12
月
に
は
市
木
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
訪
問
。
地
域
の
高
齢

者
の
方
々
と
一
緒
に
、
折
り
紙
や
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
ま
す
。
生
徒

た
ち
と
の
触
れ
合
い
を
高
齢
者
の

方
々
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
同
士
の
連
携
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
運
動
会
は
中
学
校
、
保
育

所
、
小
学
校
の
合
同
で
実
施
。
中
学

生
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
保
育
所
や

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
頼
れ
る
先

輩
と
な
れ
る
よ
う
、
先
頭
に
立
っ
て

み
ん
な
を
引
っ
張
り
ま
す
。

　

田
村
校
長
は
「
赴
任
し
て
き
た
と

き
に
、
生
徒
、
職
員
み
ん
な
で
出
迎

え
て
く
れ
た
こ
と
が
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
み
ん
な
仲
が
良
く
優
し

い
こ
ど
も
た
ち
な
の
で
、
そ
の
点
を

大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
じ
め
さ
や
誠
実
さ
が
一
番

大
事
で
す
。
何
事
に
も
ま
じ
め
に
取

り
組
む
生
徒
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

１年生から３年生まで、お互いが助け合いながら充実した学校づくりに取り組んでいます。

【表１】串間市民病院での出産数
平成17年 64人
平成18 年 105人
平成19 年 94人
平成 20 年 97人
平成 21年 106人
平成 22年 126人

【表２】妊婦の内訳（平成 22年）
串 間 市 在 住 67人
串間市に里帰り 42人
志 布 志 市 在 住 17人
合 計 126人

マタニティクラス産婦人科外来

分娩室

妊婦健診

沐浴指導 生後 6日目

個室

新生児室
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図書館に行こう
[

今
月
の
新
刊]

こ
ち
ら
あ
み
子
（
今
村
夏
子
）
婢

伝
五
稜
郭
（
佐
々
木
譲
）
海
に

沈
ん
だ
町
（
三
崎
亜
記
）
天
皇
さ
ん

の
涙
（
阿
川
弘
之
）
盤
上
の
ア
ル
フ
ァ

（
塩
田
武
士
）
天
使
の
報
酬
（
真
保
裕

一
）
ジ
ョ
ン
・
マ
ン
（
山
本
一
力
）
私

は
無
実
で
す
（
今
西
憲
之
）
傾
物
語

（
西
尾
維
新
）「
閉
経
後
乳
が
ん
」
を

生
き
る
（
佐
藤
万
作
子
）
ゴ
ー
ス
ト
ハ

ン
ト
（
小
野
不
由
美
）
伊
良
湖
岬
プ

ラ
ス
ワ
ン
の
犯
罪
（
西
村
京
太
郎
）
姥

捨
ノ
郷
（
佐
伯
泰
英
）
翼
の
あ
る
猫

（
イ
サ
ベ
ル
・
ホ
ー
フ
ィ
ン
グ
）
チ
ボ

の
狂
宴
（
マ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ

サ
）
漂
流
（
筒
井
康
隆
）
信
玄
の
狗

（
楠
木
誠
一
郎
）
御
隠
居
忍
法
振
袖
一

揆
（
高
橋
義
夫
）
カ
ル
テ
ッ
ト
（
大
沢

在
昌
）
ポ
ー
ツ
マ
ス
の
贋
作
（
井
上
尚

登
）
醜
聞
の
作
法
（
佐
藤
亜
紀
）
首
都

感
染
（
高
嶋
哲
夫
）
白
い
し
る
し
（
西

加
奈
子
）
こ
の
人
か
ら
受
け
継
ぐ
も

の
（
井
上
ひ
さ
し
）
戊
辰
転
々
録
（
中

村
彰
彦
）
Ｙ
氏
の
妄
想
録
（
梁
石
日
）

そ
れ
ぞ
れ
の
愛
し
方
（
ア
マ
ン
ダ
・

ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
）
曉
に
立
つ
（
ロ
バ
ー

ト
・
Ｂ
・
パ
ー
カ
ー
）
核
心
（
パ
ト
リ

シ
ア
・
コ
ー
ン
ウ
ェ
ル
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
立
図
書�

館
☎
72
ー
１
１
７
７

●��

開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●��

休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日

※�

蔵
書
点
検
の
た
め
２
月
21
日
（
月
）

〜
25
日（
金
）は
休
館
い
た
し
ま
す
。

交流員レポート 第8代国際交流員ジュリアンの日本体験記

○○ was freezing.

○○はとても寒かった。

Example： New Zealand was 
freezing.

例： ニュードランドはとても寒
かった。

This month's expression   

前
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
書
き
ま

し
た
が
、年
末
年
始
を
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
過
ご
し
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
の
家
族
と
の
ク
リ
ス
マ
ス
。

朝
か
ら
シ
ャ
ン
パ
ン
を
飲
ん
で
、
お

昼
は
ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン
を
食
べ
過
ぎ
、

親
や
親
戚
と
日
本
で
の
体
験
を
い
ろ

い
ろ
と
話
し
ま
し
た
。
夏
の
ク
リ
ス

マ
ス
の
方
が
自
分
に
は
自
然
に
思
え

る
事
も
実
感
し
ま
し
た
。

　

年
越
し
は
友
だ
ち
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
北
島
に
あ
る
ギ
ズ
ボ
ー
ン

で
開
催
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
に
行
き
ま
し
た
。
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
か
ら
車
で
14
時
間
、
長
旅

を
終
え
た
ど
り
着
い
た
キ
ャ
ン
プ
場

に
テ
ン
ト
を
張
り
、
１
週
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
る
フ
ェ
ス
を
満
喫
す
る

た
め
の
戦
略
を
練
り
ま
し
た
。

　

リ
ズ
ム
・
ア
ン
ド
・
ヴ
ァ
イ
ン
ズ

は
年
末
に
行
わ
れ
る
フ
ェ
ス
の
中
で

も
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
。ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
各
地
だ
け
で
は
な
く
、
世
界

中
か
ら
人
々
が
集
ま
り
ま
す
。
今
回

は
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

何
組
も
出
演
す
る
と
の
事
で
、
過
去

最
多
の
２
万
５
千
人
以
上
の
人
が
押

し
寄
せ
ま
し
た
。
よ
く
考
え
る
と
串

間
の
人
口
よ
り
多
い
で
す
ね
。

　

２
万
５
千
人
と
共
に
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
を
し
て
、
世
界
的
な
Ｄ
Ｊ
や
バ

ン
ド
の
ラ
イ
ブ
を
聞
き
な
が
ら
２
０

１
１
年
を
迎
え
ま
し
た
。
と
て
も
楽

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
同
時
に
と
て

も
寒
か
っ
た
で
す
。
異
常
気
象
で
昼

間
は
30
℃
近
く
の
真
夏
日
だ
っ
た
の

で
す
が
、
日
が
沈
む
と
息
が
白
く
な

る
ほ
ど
寒
か
っ
た
で
す
。
こ
の
温
度

差
の
お
か
げ
で
風
邪
を
ひ
き
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
だ
け
で
は
な

く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
異
常
気
象

で
東
で
は
洪
水
、
西
で
は
干
ば
つ
、

南
で
は
雪
と
非
常
に
お
か
し
な
気
候

が
続
い
て
い
ま
す
。
去
年
も
異
常
気

象
は
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

も
そ
う
な
り
そ
う
で
す
ね
。

フェスの会場で友人たちと

2
月
の
テ
ー
マ
展
示

ち
に
ち
ぶ
ん
ぼ
う
ぐ

文房具って賢そうだな。よし、１日だ
け、いろいろな文房具になってみよう。
でも、クリップはむりやり分厚い紙を挟
まされて大変そう。磁石は、あっという
間に砂鉄だらけ。文房具は、どうやら毎
日、必死に頑張っているようで…。

ふくべあきひろ作　かわしまななえ絵／ＰＨＰ研究所

い
刀
斎
夢
録

浅田次郎著／文藝春秋

新選組三番隊長・斎藤一。鳥羽伏見、甲
州、会津、そして死に場所を求め、男は
西南戦争へ…。血風録の中心にあった男
が語る、幕末維新と寄る辺ない少年の運
命とは。歴史に消えた者たちの悲痛な叫
びが胸を打つ、浅田版新選組完結篇。

一

今月は「ジョン万次郎漂流記」で直木賞
を、「本日休診」ほかにより読売文学賞を、
「黒い雨」で野間文芸賞を受賞し、1966
年には文化勲章を受賞した井伏鱒二を特
集します。独特のユーモアと哀感とが底
に流れる文体です。ぜひどうぞ！

井
伏
鱒
二
特
集

◎
年
　
金
　Pension

税
金
の
申
告
を
忘
れ
ず
に
！

国
20
歳
前
障
害
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

　

障
害
基
礎
年
金
は
非
課
税
で
す
が
、
申
告

を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
該
当

と
な
る
方
は
、
年
金
証
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
年
金
コ
ー
ド
が「
２
６
５
０
」ま
た
は「
６

３
５
０
」
で
、
毎
年
７
月
に
現
況
届
出
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
方
で
す
。
扶
養
さ
れ
て

い
る
方
も
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
告

を
さ
れ
な
い
と
、
所
得
の
確
認
が
で
き
な
い

た
め
支
給
停
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
税
の
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
さ
れ
る
方

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
さ
れ
る

場
合
は
、
所
得
に
応
じ
て
免
除
区
分
が
決
定

さ
れ
ま
す
。
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
も
申
告
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。
税
の
申
告
が
な
い
方
は
、

免
除
申
請
さ
れ
て
も
所
得
の
審
査
が
で
き
な

い
た
め
に
「
免
除
却
下
」
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
・

前
払
い
に
よ
る
納
付
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
月
額
１
５
、
１
０
０

円
（
22
年
度
）
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
毎
月
の
保

険
料
を
翌
月
末
ま
で
に
金
融
機
関
や
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

納
め
ら
れ
ま
す
。
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
20
歳
か
ら
25
年
（
３
０
０
月
）
以
上
年
金

の
納
付
ま
た
は
免
除
の
期
間
が
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
、
将

来
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

通
常
の
口
座
振
替
の
振
替
日
は
翌
月
末
日

で
す
が
、申
し
出
に
よ
り
当
月
末
日
振
替（
早

割
）
に
す
る
と
、
１
カ
月
あ
た
り
50
円
割
引

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
年
度
の
１
年
分

ま
た
は
６
カ
月
分
を
ま
と
め
て
前
払
い
（
前

納
）
す
る
と
、
納
付
書
で
納
め
る
よ
り
割
引

額
が
多
く
な
り
ま
す
。
前
納
に
よ
る
割
引
額

（
平
成
22
年
度
金
額
）
は
次
の
と
お
り
で
す

・�

１
年
前
納
（
毎
年
４
月
引
き
落
と
し
）
＝

口
座
振
替
は
３
、
８
０
０
円
割
引
、
納
付

書
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
３
、
２
２
０

円
割
引

・�

半
年
払
い
（
毎
年
４
月
・
10
月
引
き
落
と

し
）
＝
口
座
振
替
は
１
、
０
３
０
円
割
引

（
年
間
２
、
０
６
０
円
）
、
納
付
書
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
は
７
４
０
円
割
引

（
年
間
１
、
４
８
０
円
）

　

平
成
23
年
度
保
険
料
の
口
座
振
替
１
年
前

納
の
申
し
込
み
は
２
月
28
日
ま
で
で
す
。
口

座
振
替
依
頼
書
は
、
市
役
所
ま
た
は
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。
口
座
振
込
が
開
始
さ
れ
る
ま

で
お
申
し
込
み
後
２
カ
月
程
度
を
要
し
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民
係
℡

内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城
年
金
事
務

所
☎
０
９
８
６
︱
23
︱
２
５
７
１
、
ね
ん

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
︱
05
︱
１
１

６
５

◎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
　Sports

宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１

参
加
者
募
集

　
「
宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
」
が

宮
崎
市
、
都
城
市
、
小
林
市
、
綾
町
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
25
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
文

化
種
目
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
参
加
申

し
込
み
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
方
法
や
競

技
方
法
な
ど
詳
細
は
、
医
療
介
護
課
に
備
え

付
け
の
種
目
別
実
施
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
＝
５
月
15
日
（
日
）

※
ゴ
ル
フ
競
技
は
16
日
（
月
）

●�

参
加
資
格
＝
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

　

（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）

●
申
込
締
切
＝
２
月
28
日
（
月
）

●
競
技
種
目
お
よ
び
会
場

・�

卓
球
＝
生
目
の
杜
運
動
公
園
体
育
館
（
宮

崎
市
）

・�

テ
ニ
ス
＝
生
目
の
杜
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
（
宮
崎
市
）

・�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園

軟
式
野
球
場
Ａ
・
Ｂ

・�

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
＝
都
城
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場

・�

ペ
タ
ン
ク
＝
緑
ヶ
丘
公
園
市
営
球
場
（
小

林
市
）

・�

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
＝
住
吉
公

園
（
宮
崎
市
）

・�

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
＝
宮
崎
県
総
合
運

動
公
園
運
動
広
場
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ

・�

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
＝
北
部
記
念
体
育
館
（
宮

崎
市
）

・�

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
＝
県
総
合
運
動
公
園
体

育
館

・�

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
宮
崎
市
総
合
体
育

館
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
宮
崎
県
体
育
館

・�

ミ
ニ
テ
ニ
ス
＝
綾
て
る
は
ド
ー
ム
（
綾

町
）

・�

弓
道
＝
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
武
道
館
弓

道
場

・�

剣
道
＝
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
武
道
館
剣

道
場

・
な
ぎ
な
た
＝
佐
土
原
武
道
館
（
宮
崎
市
）

・�

太
極
拳
＝
宮
崎
県
体
育
館
別
館
１
・
２
・
３

・�

四
半
的
弓
道
＝
清
武
町
総
合
運
動
公
園
屋

内
球
技
場

・�

ボ
ウ
リ
ン
グ
＝
宮
崎
エ
ー
ス
レ
ー
ン
（
宮

崎
市
）

・�

ゴ
ル
フ
＝
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
宮
崎
市
）

・�

サ
ッ
カ
ー
＝
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
サ
ッ

カ
ー
場

・�

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
宮
崎
県
総
合

運
動
公
園
ラ
グ
ビ
ー
場

・�

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
＝
ア
ー
バ
ン
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
（
小
林
市
）

・�

囲
碁
＝
日
本
棋
院
宮
崎
支
部
（
宮
崎
市
）

・�

将
棋
＝
宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
本
館

２
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
宮
崎
市
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
長
寿
社
会
推
進
セ
ン
タ

ー
☎
０
９
８
５
︱
31
︱
９
６
３
０
、
串
間

市
医
療
介
護
課
高
齢
者
支
援
係
☎
72
︱
０

０
２
３
（
内
線
５
２
３
）

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
帰
国
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シングセンターやまぐち、木幡釣具店、
黒潮釣具センター、フィッシング大漁、
村山商店
・都城市＝かめや漁具店
・�志布志市＝祝田釣具店、うら島釣具
店、フィッシング志布志、水間釣具店
・鹿屋市＝フィッシング２２０
◎応募締切＝２月20日（日）
※�郵送は２月18日（金）の消印有効
◎参加料＝無料
◎ その他＝遠矢名人による実践釣り指
南などもあります。

◎ 申込・問い合わせ先＝社団法人串間
青年会議所（串間市大字西方５６５
７番地・串間商工会議所３階）☎０
８０−３９０２−６７６９（担当：
吉田）、ＦＡＸ７２−５９８５

※�この大会は「市民発！にぎわい創出
事業」の採択事業です。

　ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ２００３の基
本操作を学習します。
◎ 日時＝２月15日（火）〜３月15日
（火）の毎週火・金曜日全９回、午
後７時半〜９時半

◎ 受講料＝１３、６００円（税・教材
費込み、入校時に納入）

◎申込期限＝２月10日（木）
◎ 募集定員＝10人（定員になり次第締
め切り）

◎ 受講対象＝文字入力、マウス操作が
できる方

◎ 会場＝日南高等職業訓練校（日南市
大字益安８８８番地）

◎ 申込・問い合わせ先＝日南高等職業
訓練校☎22−２６３３

◎ 日 時 ＝２月４日(金 )、３月４日
（金）両日とも正午より受け付け、
午後１時開始

◎ 場所＝宮崎県立高等水産研修所（日
南市油津）

◎ 必要なもの＝本籍記載の住民票（免

状に住所が記載されていて変更のな
い方は不要です）、現免状、認印

◎ 受講料＝更新の方は８、７００円（郵
送料込み、写真別）、失効の方はお
問い合わせください。

※�有効期限の１年前から更新できます。
早めに更新されても有効期間は短縮
されません。

◎ 問い合わせ先＝西岡海事事務所
　☎０１２０−76−５５５４（通話無料）

◎ 日時＝２月19日（土）午後２時（午
後１時半〜１時50分受け付け）

◎ 場所＝串間市アクティブセンター
◎ 対象＝有効期限が１年２カ月以内に
切れる免許証、および失効している
免許証

・�更新＝有効期限が平成23年２月21
日〜平成24年４月21日の免許証
・�失効＝有効期限が平成23年２月20
日以前の免許証

◎ 当日持参＝操縦免許証、料金、認印、
本籍記載の住民票（住所の記載のな
い海技免状、または住所の記載はあ
るが記載事項に変更がある操縦免許
証の場合必要。合併による市町村名
変更の場合は不要）

◎料金（送料、写真代含む）
・更新講習＝９、０００円
・失効講習＝１５、０００円
※�できるだけ事前に予約してください。
視力検査、写真撮影も当日実施。

◎ 申込・問い合わせ先＝入枝海事事務
所☎０９９‐２８１‐７７５３

広域通信・単位制高等学校４月生普通科
　全国どこからでも入学可能。ＮＨＫ
のテレビ・ラジオの放送を利用した教
育課程で３年間で高校卒業資格を取得
できます。登校は月に１〜２回です。
・�履修年数＝３年（ただし転編入あ
り）
・�募集対象＝中学校を卒業した方、ま
たは今年３月に卒業見込みの方。高

お知らせのページに掲載を希望する
かたは、希望する発行日の20日前
までには情報政策係にお送りくださ
い。

お願い

等学校を中退した方ほか。
・�申込方法＝請求により入学案内書と
願書をお届けします。出願受付順に
書類選考と面接を行います。
・�願書受付期間＝２月１日〜４月20日
（必着）

高等学校専攻科社会福祉コースコミュ
ニティ・ボランティア専攻
　全国どこからでも入学可能。多様な
生活課題に対して幅広い知識を持ち、
自ら適切な支援ができるコミュニティ・
ボランティアの育成を目指します。
・履修年数＝６カ月〜２年
・�募集対象＝高等学校卒業以上、ま
たは同等かそれ以上の学力のある方。
平成22年度高等学校卒業見込みの方。
ただし教養生は必要ありません。
・�申込方法＝請求により入学案内書と
願書をお届けします。出願書類によ
り入学手続きを行います。
・�願書受付期間＝２月１日〜３月22日
（必着）

◎ 案内書請求・問い合わせ先＝ＮＨＫ
学園広報・学習支援センター〒１８
６−８００１東京都国立市富士見台
２−36−２☎０４２−５７２−３１
５１

第４回串間市民音楽祭
　野外広場ではフリーマーケット、飲
食物販売などもあります。
◎日時
・３月５日（土）＝午前11時開演
・３月６日（日）＝午前10時開演
◎ 問い合わせ先＝串間市文化会館☎
72−６３３３

　口蹄疫対策に役立ててほしいと自治
労宮崎県本部自治労組合員一同様、竹
下和男様から、串間市にご寄付いただ
きました。ご善意、ありがとうござい
ました。

　　　　　　　　　　

お知らせの
ページ
市役所の代表電話☎0987ー72ー1111

Information

お知らせ

①�＝技能公募は18歳以上で特定の国家
免許資格等保有者、一般公募は18歳
以上34歳未満の者
②�＝22歳以上26歳未満の者（平成24
年４月１日現在）
③�＝18歳以上27歳未満の者（平成24
年４月１日現在）

※�ほかにも条件があります。
◎ 受付期間＝①は４月６日まで、②③
は２月１日〜５月６日

◎ 試験＝①は４月中旬、②は５月中旬、
③は５月21日

◎ 問い合わせ先＝自衛隊日南地域事務
所☎23−１３６０

　宮崎海区漁業調整委員会では、串間
市地先の養殖場での漁場秩序の適正化
のため、串間市地先の養殖区域内での
動植物の採捕を禁止する規制を検討す
ることとしました。策定にあたって皆
さんのご意見を募集しています。
　詳細は県ホームページ（ht t p://
www.pref.miyazaki.lg.jp/soshiki/
kakushu/kaikugyojochosei.html)をご
覧ください。
◎ 問い合わせ先＝宮崎海区漁業調整委
員会事務局（農政水産部水産政策課
内）☎０９８５−26−７１４６

◎ 開催日＝３月６日（小雨決行）午前
７時受け付け、午前８時開会式

◎会場＝福島新港
◎募集人員＝３００人
◎対象魚＝チヌ・アジ
◎ 応募方法＝協力釣具店に置いてある
申込用紙に必要事項を記入のうえＦ
ＡＸ・郵送にて申し込みください。

◎協力釣具店
・�串間市＝川崎釣具店、佐々木釣具店、
田代釣り漁具店、福助釣具店、増田
釣具店
・�日南市＝網一釣具店、大磯釣具店、河
野釣具店、つり具のアシスト、フィッ

　１月から平成23年度の保育所（園）
入所申し込みを受け付けています。入
所可能人数を超えた場合、申し込みが
早い方を優先する場合がありますので、
早めの申し込みをお願いします。
◎ 申込方法＝保育所（園）または総合
保健福祉センターで配布する申込
用紙に記入の上、必要書類を添えて、
総合保健福祉センターに提出してく
ださい。

◎ 提出書類＝①入所申込書②祖父母の
状況申告書③就労証明書（父・母）
④源泉徴収票または確定申告書の写
し（後日提出可）⑤第３子以降保育
料軽減申請書（第３子以降の児童の
場合）

◎ 問い合わせ先＝福祉保健課子育て支
援係☎72−０３３３（内線５０２）

　平成22年４月１日から子ども手当制
度が始まりました。中学校を卒業する
までの子ども１人あたり月額１３、０
００円が支給されます。
◎ 手続きの必要な方＝中学生までの児
童を扶養されている保護者の方。

◎ 手続き先＝公務員以外は各市町村の
窓口へ、公務員の方は職場へ手続き
することになります。

◎ 問い合わせ先＝福祉保健課子育て支
援係☎72−０３３３（内線５０４）

　子宮頸がんワクチンに加え、１月24
日からヒブワクチン、小児用肺炎球菌
ワクチンが無料で接種できるようにな
りました（任意接種）。
◎ 対象者（対象者には個別通知してい

ます。ただし、子宮頸がんについて
は高校１年生のみ通知）

・�ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワク
チン＝生後２カ月〜５歳未満
・�子宮頸がんワクチン＝中学１年生〜
高校１年生の女子
※�現在の高校１年生については、平成
22年度末までに初回接種を行った場
合に限り、平成23年度に高校２年生
になっても助成対象となります。

◎料金＝無料
◎標準的な接種回数　
・�ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワク
チン＝１〜４回
※�初回の接種開始年齢（月齢）によっ
て接種回数が異なります。また同時
接種が可能です。

・�子宮頸がんワクチン＝６カ月の間に
合計３回

◎ 持参するもの＝母子健康手帳、予診
票、健康保険証

◎ 医療機関＝通知している医療機関リ
ストをご参照ください（中学生につ
いてはお問い合わせください）。
　これら３つのワクチン接種は任意接
種のため、本人または保護者の理解と
同意が必要です。また、対象年齢で個
別通知のなかった方、または転入など
で接種がお済でない方は、お問い合わ
せください。
※対象者以外でも自費で接種できます。
◎ 問い合わせ先＝福祉保健課☎72−０
３３３（内線５０３・５０６）

◎ 募集種目＝①予備自衛官補②自衛隊
幹部候補生（一般・技術）③一般曹
候補生

◎受験資格

文化会館の行事予定

子宮頸がん予防・ヒブ・
小児用肺炎球菌
ワクチン接種の助成

口蹄疫寄付金
ありがとうございました

平成23年度保育所（園）
入所申し込み受け付け

自衛官募集

「子ども手当」申請・現況届を
忘れていませんか？

串間市の養殖場での
動植物採捕禁止（案）に
関するご意見募集

チヌ・アジ釣り大会
新！海物語くしま

夜間パソコン科
ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔコース
受講者募集

小型船舶操縦免許証
（更新・失効）講習会

ＮＨＫ学園
平成23年度生徒募集

小型船舶免許
更新・失効講習
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このページは読者の皆さんからの
声にふれあう場です。

いろいろな声をお寄せください。
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◎�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、医療講座に関する質問、
串間市への思い、あなたの身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

➡点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）
おたより待ってます

日
本
一
の
監
督
を

市
民
挙
げ
て
祝
福

●
百
野
達
夫
さ
ん

　

串
間
市
は
プ
ロ
野
球
日
本
一
の
栄

光
に
輝
い
た
千
葉
ロ
ッ
テ
球
団
の
西

村
徳
文
監
督
に
市
民
栄
誉
賞
を
贈
っ

た
。
贈
呈
式
の
あ
っ
た
市
文
化
会
館

は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
市
民
が
殺
到
。

野
辺
市
長
が
西
村
さ
ん
に
市
民
栄
誉

賞
を
贈
る
と
、
大
き
な
拍
手
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に
鳴
り
響
い
た
。

　

徳
文
さ
ん
は
ロ
ッ
テ
一
筋
に
歩
ん

で
き
た
。
現
役
時
は
練
習
の
虫
と
い

わ
れ
、
首
位
打
者
や
盗
塁
王
に
輝
い

た
。

　

そ
し
て
監
督
１
年
目
で
い
き
な
り

日
本
一
。

　

贈
呈
式
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
背

番
号
「
78
」
は
「
け
が
を
し
て
挫
折

し
そ
う
に
な
っ
た
。
頑
張
れ
た
の
は

七
転
び
八
起
き
の
気
持
が
あ
っ
た
か

ら
」
と
答
え
て
い
た
の
が
、
い
か
に

も
こ
の
人
ら
し
い
と
思
っ
た
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
か
ら

日
本
シ
リ
ー
ズ
に
か
け
て
、
串
間
駅

前
に
は
「
西
村
ロ
ッ
テ
が
ん
ば
れ
」

「
徳
文
ロ
ッ
テ
日
本
一
」
と
記
し
た

旗
や
の
ぼ
り
が
並
ん
だ
。

　

そ
し
て
西
村
徳
文
さ
ん
は
市
民
の

期
待
に
見
事
に
こ
た
え
て
く
れ
た
。

　

来
年
も
優
勝
し
て
、
再
び
故
郷
に

に
し
き
を
飾
っ
て
ほ
し
い
。

　

百
野
達
夫
さ
ん
お
便
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

西
村
監
督
の
市
民
栄
誉
賞
の
授
賞

式
は
多
く
の
市
民
の
方
が
詰
め
か
け

て
い
ま
し
た
。
多
く
の
祝
福
の
気
持

ち
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
、
と
て
も

素
晴
ら
し
い
式
典
で
し
た
ね
。

　

授
賞
式
で
西
村
監
督
が
「
大
変
な

時
期
も
、
地
元
の
温
か
い
声
援
が
力

に
な
っ
た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

串
間
か
ら
の
応
援
の
声
は
し
っ
か
り

西
村
監
督
に
通
じ
て
い
た
と
感
じ
、

わ
た
し
も
と
て
も
感
動
し
て
い
ま
し

た
。
ふ
る
さ
と
か
ら
の
応
援
の
声
は
、

と
て
も
心
強
い
も
の
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

授
賞
式
後
に
行
わ
れ
た
宮
崎
日
日

新
聞
の
三
宅
理
一
郎
さ
ん
と
の
対
談

で
は
、
西
村
監
督
の
野
球
の
原
点
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
心
打
た

れ
ま
し
た
。
西
村
監
督
の
話
し
た
、

仲
間
へ
の
感
謝
の
心
や
、
努
力
を
す

る
こ
と
の
大
切
さ
、
和
の
精
神
は
野

球
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
つ
な
が
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
も
、
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を

持
つ
こ
と
が
大
事
な
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　
「
田
舎
と
都
会
の
子
ど
も
た
ち
に

差
は
な
い
。
夢
に
向
か
っ
て
必
死
に

努
力
す
れ
ば
必
ず
つ
か
み
取
れ
る
。

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
西
村
監
督
が
串
間
の
中

高
生
に
向
け
た
言
葉
は
、
会
場
に
い

た
す
べ
て
の
人
た
ち
の
心
に
響
い
た

と
思
い
ま
す
。

　

来
年
も
西
村
ロ
ッ
テ
の
優
勝
を
目

指
し
て
、
一
緒
に
応
援
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

串
間
か
ら
第
二
、
第
三
の

日
本
一
を

●
串
間
大
好
き
さ
ん

　

テ
レ
ビ
を
見
て
ぱ
っ
と
目
が
さ
め

て
、
気
分
良
く
に
っ
こ
り
笑
え
る
よ

う
な
日
で
し
た
。

　

串
間
か
ら
日
本
一
が
出
る
こ
と
で

串
間
も
有
名
に
な
っ
た
、
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
優
勝
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
見
て
、
監
督
さ
ん
と
チ
ー

ム
の
和
が
一
つ
と
な
っ
て
取
れ
た
日

本
一
と
感
じ
ま
し
た
。

　

西
村
監
督
さ
ん
頑
張
っ
た
ね
。
日

本
一
の
人
が
出
た
な
ら
、
第
二
の
日

本
一
、
第
三
の
日
本
一
の
人
が
出
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

串
間
頑
張
れ
。

　

串
間
大
好
き
さ
ん
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

串
間
か
ら
日
本
一
の
監
督
が
誕
生
。

と
て
も
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。
わ

た
し
は
今
ま
で
串
間
市
を
紹
介
す
る

と
き
は
、
都
井
岬
や
幸
島
の
あ
る
市

と
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
そ
こ
に
日
本
一
に
な
っ
た
千
葉

ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
西
村
監
督
の

出
身
地
と
い
う
言
葉
を
加
え
て
紹
介

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
も
優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

見
て
い
ま
し
た
が
、
選
手
の
皆
さ
ん

か
ら
、
西
村
監
督
へ
の
信
頼
感
を
と

て
も
感
じ
、
西
村
監
督
と
チ
ー
ム
の

和
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
信
頼
の
和
が
あ
っ
て
こ
そ
の
日
本

一
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

一
口
に
日
本
一
と
言
っ
て
も
い
ろ

い
ろ
な
形
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

市
民
の
方
も
い
ろ
い
ろ
な
特
技
や
才

能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
、
自
分
を
信

じ
て
頑
張
れ
ば
、
特
技
や
才
能
が
実

を
結
び
、
い
つ
か
第
二
、
第
三
の
日

本
一
が
串
間
か
ら
誕
生
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
ね
。

　

西
村
監
督
も
努
力
を
積
み
重
ね
て
、

日
本
一
ま
で
た
ど
り
着
い
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
自
分
の
日
本
一
に
向

か
っ
て
、
一
生
懸
命
頑
張
る
心
を
大

事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

都
井
岬
の
魅
力
を

た
く
さ
ん
知
り
た
い

●
の
り
か
の
お
母
さ
ん

　
「
岬
の
駅
」
が
都
井
岬
内
に
オ
ー

プ
ン
し
た
こ
と
は
、
と
て
も
良
い
こ

と
で
す
。
広
報
く
し
ま
に
岬
の
駅
観

光
案
内
所
ス
タ
ッ
フ
も
写
真
が
載
せ

て
あ
り
、
と
て
も
す
て
き
だ
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。

　

小
松
ケ
丘
や
扇
山
は
ま
だ
知
り
ま

せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
観
光

ガ
イ
ド
の
方
に
案
内
し
て
も
ら
い
ま

す
と
、
ほ
か
の
都
井
岬
の
風
景
を
楽

し
め
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

　

温
か
い
気
持
ち
と
笑
顔
が
モ
ッ

ト
ー
。
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
が
一
番
の
幸
せ
で
す
。

　

大
自
然
の
中
で
仕
事
が
で
き
る
こ

と
都
井
岬
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

の
り
か
の
お
母
さ
ん
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

岬
の
駅
も
開
設
か
ら
10
カ
月
が
た

ち
、
都
井
岬
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

　

岬
の
駅
観
光
案
内
所
の
観
光
ガ
イ

ド
は
小
松
ケ
丘
や
扇
山
の
ほ
か
、
御

崎
神
社
や
都
井
岬
灯
台
も
案
内
し
て

く
れ
ま
す
。
御
崎
馬
の
日
常
生
活
や

都
井
岬
に
住
む
昆
虫
や
植
物
な
ど
の

解
説
や
都
井
岬
の
自
然
の
成
り
立
ち

な
ど
、
普
段
は
知
る
こ
と
が
難
し
い

都
井
岬
の
隠
れ
た
魅
力
を
紹
介
し
て

く
れ
ま
す
。
今
ま
で
と
は
違
う
都
井

岬
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
す
ば
ら
し

い
時
間
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
１
度
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

串
間
の
こ
と
を

心
配
し
て
い
ま
す

●
串
間
の
メ
タ
ボ
さ
ん

　

す
っ
か
り
寒
く
な
り
ま
し
た
ね
。

さ
っ
そ
く
で
す
が
、
わ
た
し
は
毎
日

の
よ
う
に
温
泉
を
利
用
し
て
お
り
ま

す
が
、
故
障
の
多
い
こ
と
、
ま
た
も

う
少
し
清
潔
に
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
せ
っ
か
く
の
美
人
湯
が
台

無
し
で
す
。

が
あ
り
ま
し
た
こ
と
、
お
わ
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
部
分
も
あ

り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す

が
、
清
掃
な
ど
に
も
配
慮
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
い
こ
い
の
場
に
な
る
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

市
民
生
活
課
環
境
保
全
係
で
す
。

「
串
間
市
マ
イ
バ
ッ
グ
」
に
対
す
る

貴
重
な
ご
意
見
、
ま
た
、
お
買
い
物

の
際
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
ご
利
用
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
配
り
し
ま
し
た
マ
イ
バ
ッ
グ
は
、

「
串
間
市
マ
イ
バ
ッ
グ
利
用
推
進
会

議
」
で
18
人
の
委
員
の
方
々
に
た
く

さ
ん
の
意
見
を
出
し
合
っ
て
も
ら
い
、

デ
ザ
イ
ン
や
耐
久
性
、
使
い
勝
手
、

大
き
さ
な
ど
協
議
・
検
討
を
重
ね
て

い
た
だ
き
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
す
。

確
か
に
、
ご
家
庭
に
よ
っ
て
は
、
大

き
か
っ
た
り
、
小
さ
か
っ
た
り
す
る

よ
う
で
す
が
、
全
て
の
ご
家
庭
に
合

う
マ
イ
バ
ッ
グ
と
い
う
の
は
難
し
い

と
い
う
点
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
こ
に
も
売
っ
て
い
な

い
串
間
市
独
自
の
マ
イ
バ
ッ
グ
で
す
。

台
所
な
ど
の
目
に
つ
く
と
こ
ろ
へ
か

け
て
お
く
、
車
の
中
に
入
れ
て
お
く

な
ど
し
て
、
買
い
物
の
際
に
は
た
く

さ
ん
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
に
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

最
近
は
人
が
少
な
く
、
こ
れ
で
大

丈
夫
か
と
他
人
事
で
す
が
心
配
し
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
地
元
な
の
で

仕
方
な
く
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
？

　

ま
た
エ
コ
バ
ッ
ク
の
件
で
す
が
、

わ
た
し
は
２
人
暮
ら
し
な
の
で
袋
が

と
て
も
大
き
く
て
、
こ
れ
い
っ
ぱ
い

買
っ
た
ら
と
て
も
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

が
持
て
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
ほ
か
の
エ

コ
バ
ッ
ク
な
ど
を
利
用
し
て
２
、３

袋
に
分
け
て
入
れ
る
と
楽
で
す
。
だ

か
ら
少
し
小
さ
め
の
ほ
う
が
良
か
っ

た
の
じ
ゃ
な
い
か
な
ー
と
思
い
ま
す
。

ま
し
て
串
間
の
人
は
お
年
寄
り
ば

か
り
な
の
に
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

今
、
車
と
は
い
え
大
変
で
す
よ
。

　

毎
回
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
じ
ゃ
串
間
の
発
展
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

温
泉
の
件
に
し
ろ
、
市
の
方
が

や
っ
た
方
が
良
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
と
意
見
を
書
い
て
み
ま

し
た
け
ど
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

串
間
の
メ
タ
ボ
さ
ん
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
こ

と
に
つ
い
て
、
串
間
温
泉
い
こ
い
の

里
と
市
民
生
活
課
か
ら
次
の
よ
う
に

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

串
間
温
泉
い
こ
い
の
里
を
い
つ
も

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
た
び
の
ご
指
摘
で
不
備

わたくしたちは、
1.  豊かな自然を大切にし、これをいか

しましょう。
1.  お互いを信じ、心をあわせ、平和で明

るいまちをつくりましょう。
1.  健康で働くことに誇りをもち、豊かな

住みよいまちをつくりましょう。
1.  だれにも親切にし老人をいたわり、こ

どもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

（平成23年１月１日現在）

◎市の木／そてつ ◎市の花／かんな
◎市の鳥／めじろ ◎市の花木／山桜
◎人口��20,335人（前月比�−3）
男�9,316人 女�11,019人
世帯数�8,771世帯

市民
憲章
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串
間
太
鼓
「
神
童
」
は
、
２
０
０
２
年
、
田
野
町
雨
太

鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
き
っ
か
け
に
結
成
し
、
今
年

で
９
年
に
な
り
ま
す
。

　

元
々
和
太
鼓
を
や
っ
て
い
た
わ
た
し
と
弟
妹
、
そ
し
て
い

と
こ
の
４
人
で
、
曲
作
り
や
練
習
を
し
て
コ
ン
テ
ス
ト
に
挑

み
ま
し
た
。
衣
装
も
な
く
、
祖
母
が
手
作
り
し
て
く
れ
ま
し

た
。
和
太
鼓
は
高
価
で
自
分
た
ち
の
太
鼓
も
持
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
そ
の
場
で
他
の
チ
ー
ム
か
ら
太
鼓
を
借
り
て

演
奏
し
た
と
こ
ろ
、
優
勝
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き

演
奏
し
た
曲
は
「
田
野
雨
情
」
と
名
付
け
、
今
で
も
神
童
の

原
点
と
な
る
想
い
出
の
曲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
串
間
青
年
会
議
所
様
の
Ｊ
Ｃ
太
鼓
を
お
借

り
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
各
イ
ベ
ン
ト
担
当
の
方
に
お
願

い
し
て
、
演
奏
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
で
は
応
援

し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
お
陰
で
自
分
た
ち
の
太
鼓
も
、
す
こ

し
ず
つ
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
太
鼓
の
演
奏
を
見
て
、「
た
い
こ
、
か
っ

こ
い
い
！　

ぼ
く
も
や
っ
て
み
た
い
。
わ
た
し
も
い
っ
し
ょ

に
た
い
こ
や
り
た
い
！
」と
言
う
、子
ど
も
た
ち
が
メ
ン
バ
ー

入
り
し
ま
し
た
。９
年
前
に
４
人
か
ら
始
ま
っ
た「
神
童
」が
、

今
で
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
21
人
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
子
ど
も
を
持
つ
親
や
社
会
人
・
大
学
生
・

専
門
学
校
生
・
小
中
高
生
と
、
太
鼓
以
外
に
も
や
る
べ
き
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、
毎
日
忙
し
い
中
、

太
鼓
も
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
曲
づ
く
り
や
振
り

付
け
は
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
て
、
話
し
合
い

な
が
ら
み
ん
な
で
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
和
太
鼓
本
来
の

良
さ
を
残
し
つ
つ
、
民
謡
や
踊
り
な
ど
も
取
り
入
れ
、
聴
い

て
い
た
だ
く
方
が
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
、
は
っ
き
り
言
っ
て
厳
し
い
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の

中
に
は
時
に
、
壁
に
ぶ
ち
当
た
り
練
習
が
嫌
に
な
っ
た
り
、

本
番
で
調
子
が
出
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
を
自
分
で
乗
り
越
え
た
と
き
に
、
さ
ら
に
力
が
つ
い
た

り
、
精
神
的
に
も
強
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
太
鼓
の
技
術
だ

け
で
な
く
あ
い
さ
つ
や
礼
儀
、
人
前
で
演
奏
す
る
と
き
の
緊

張
感
、
感
謝
の
心
を
育
て
、
見
て
い
た
だ
い
た
方
が
元
気
に

な
れ
る
よ
う
な
演
奏
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
福
祉
施
設
で
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
、「
あ
な

た
た
ち
の
演
奏
に
は
、
心
が
こ
も
っ
て
い
る
ね
。
涙
が
出
た

よ
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
今
ま
で
太
鼓
を
20
年
間
続
け
て
き
て
、
初
め
て
言
わ
れ

た
そ
の
一
言
が
、
心
に
響
き
「
心
の
こ
も
っ
た
演
奏
」
を
す

る
こ
と
が
わ
た
し
の
目
標
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
成
か
ら
今
日
ま
で
、
家
族
や
メ
ン
バ
ー
と
ぶ
つ
か
り

合
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
今

ま
で
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
も
応
援
し
、

支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
、
そ
し
て
神
童
メ
ン
バ
ー
や
メ
ン

バ
ー
の
家
族
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
今
の
「
神
童
」
が
こ
こ

に
在
り
ま
す
。

　

わ
た
し
も
育
て
る
側
に
立
つ
人
間
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
「
感
謝
の
心
」
を
忘
れ

ず
、
ふ
る
さ
と
串
間
を
元
気
づ
け
、
聴
い
て
く
だ
さ
る
方
々

の
心
に
響
く
演
奏
を
目
指
し
、
日
々
練
習
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

た
に
ぐ
ち
ま
り
（
旧
姓
・
岡
留
）（
28
歳
）
／
昭
和
57
年
12
月
生
。

串
間
市
立
福
島
小
学
校
、
福
島
中
学
校
、
宮
崎
県
立
福
島
高
等

学
校
、
鹿
児
島
国
際
大
学
短
期
大
学
部
音
楽
科
演
奏
コ
ー
ス(

ピ

ア
ノ
専
攻)

卒
業
。
現
在
一
児
の
母
で
あ
り
、
ピ
ア
ノ
教
師
と
串

間
太
鼓
「
神
童
」
代
表
を
務
め
て
い
る
。

Profile

随
想
◎
谷
口 

真
理▲1月4日の串間市漁協初せりでも演奏した

POST CARD

5558888
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

P R E S E N T S

串間市役所総合政策課
情報政策係　行

串間温泉いこいの里
〒888-0008�串間市大字本城987　TEL�0987-75-2000　FAX�0987-75-2280
■営業時間：午前10時〜午後10時　■定休日：毎月第３水曜日

（No.880/2011.2）

読者
プレゼント

◎抽選で 10 名様にプレゼント致します。

串間温泉いこいの里��お食事券　

お便りをくださった方から抽選
で、「釜めし」と「豆乳鍋」セッ
トのお食事券を10名様にプレゼ
ント。
応募締切は2月28日（月）当日消印有効
です。

お昼のランチ、
夜の晩酌用セット始めました
◎お昼の日替わりランチ＝650円（平日のみ）
◎夜の『だれやみセット』
　�①生ビール１杯、②焼酎２合、③刺身盛り合わせ（１人
前）、④付出、⑤小鉢　で、なんと1,930円！
　お風呂上がりの晩酌にいかがですか？

風呂の日イベント開催
　毎月第３日曜日は風呂の日。今月は２月20日（日）です。
　空くじなしの抽選会、レストランお一人様100円引、ポイ
ント２倍の特典があります。

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

和
太
鼓
で
串
間
を
元
気
に
！

写真 : 唐揚げ定食

新年早々、風邪をひいた。インフルエン
ザではなかったが、注意を重ねていて

も毎年家族の中で最初に罹患している。今年
は続いて長男、妻とインフルエンザに罹患し
ており、厳しい冷え込みが続く中、残る家族
も心配。予防の基本はうがい、手洗いか（ト）

F R O M  E D I T O R ' S

職 場でインフルエンザが流行中。流行に
敏感な僕も、こればかりはご遠慮申し

上げたい。しかし、周りが次々と倒れていく
状況にビクビクと恐れおののく毎日。予防の
ために、うがい・手洗いを徹底しよう。あと
はアルコール消毒と気合いで乗り切ろう（カ）

急 激に冷え込み、朝起きるのがつらくなっ
てきました。そんな中、寒さのためぎっ

くり腰に。丸２日動けずとても苦しみました。
本格的な寒さ対策を講じる必要を感じ、これ
まで使ってこなかった石油ファンヒーターを
導入しました。おかげで早朝も快適に（ナ）

温泉バス運行中
　市内３コースを定期的に
運行しています。日程・乗
降場所は指定されています
ので、利用される際には予
約をお願いします。
※�詳しくはいこいの里まで
お問い合わせください。

雅
みやび

まつり開催決定
　昨年、大好評をいただい
た「雅

みやび

まつり」を今年も開
催します。
　いこいの里を中心にとし
て本城地区の名所・民家な
どに、色打掛や白無垢など
の着物と共に雛人形を多数
展示いたします。詳細は20日以降にいこいの里までお問い合
わせください。
◎期間＝３月１日（火）〜７日（月）
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西方地区・西小路にお住まいの相良誠二（35 歳）、紀子さん（35
歳）ご夫妻。誠二さんは串間市民病院にて内科医師として
診療にあたり、紀子さんは看護師として誠二さんを手助けし
ています。お２人が串間に赴任されたのは２年前。本来は１
年間の勤務予定でしたが、串間をすっかり好きになり、勤務
を１年間延長してもらいました。「串間の人はみんな心の温か
い人ばかりで楽しいです」と話す紀子さん。誠二さんは「で
きればまた１年勤務を延長したいです」と話していました。

今月のワンショットスマイル

相良 誠二・紀子さん ご夫妻
SAGARA seizi,noriko


